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第
二
節　

御
坊
祭
に
お
け
る
音
楽

　

各
芸
能
に
つ
い
て
の
概
要
、
芸
態
は
、
前
節
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
節
で
は
、

音
楽
的
表
現
の
特
徴
を
述
べ
る
に
必
要
な
内
容
に
絞
り
、
記
述
す
る
。

　

御
坊
祭
で
奉
納
さ
れ
る
芸
能
の
音
楽
に
つ
い
て
は
、
戯け

ほ
ん
お
ど
り

瓢
踊
・
奴
踊
・
雀
踊
を
ま
と
め
て

踊
り
の
音
楽
、
獅
子
舞
の
音
楽
、
そ
れ
に
、
奉
納
芸
で
は
な
い
が
、
余
興
芸
と
し
て
、
御
坊

祭
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
四
つ
太
鼓
の
音
楽
、
そ
れ
か
ら
楽
器
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。

そ
こ
で
、
前
節
の
項
目
に
合
わ
せ
て
、
一
、
二
、
三
項
で
踊
り
の
音
楽
、
四
項
で
獅
子
舞
の

音
楽
、
五
項
で
四
つ
太
鼓
の
音
楽
、
六
項
で
楽
器
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　

筆
者
は
、
一
、
二
、
三
、
五
項
の
担
当
で
あ
る
が
、
特
に
一
、
二
、
三
項
の
、
御
坊
祭
で
奉

納
さ
れ
る
踊
り
の
音
楽
に
、
共
通
す
る
要
素
を
ま
と
め
て
示
し
た
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、「
踊

り
歌
の
詞
章
を
、
踊
り
歌
へ
と
作
り
あ
げ
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
節
付
け
化
や
リ
ズ
ム
（
拍

節
）
化
が
行
わ
れ
て
い
る
か
」
を
見
る
た
め
の
分
類
基
準
を
共
通
に
し
て
、
各
踊
り
歌
の
「
詞

章
の
旋
律
化
（
以
下
、
節
付
け
化
）
の
方
法
」
を
、
表
４
―
１
か
ら
表
４
―
５
に
ま
と
め
た
。

　

戯
瓢
踊
、
三
つ
の
奴
踊
、
雀
踊
に
共
通
の
「
詞
章
の
節
付
け
化
」
の
分
類
基
準
は
、
次
の

よ
う
で
あ
る
。

　
　

Ｓ　

：
せ
り
ふ
調
（
文
句
調
）

　
　

Ｙ
Ｓ
：
抑
揚
の
つ
い
た
せ
り
ふ

　
　

Ｒ　

：
せ
り
ふ
調
で
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む 　

　
　

Ｙ
Ｍ
：
抑
揚
的
旋
律

　
　

Ｍ
Ｏ
：
歌
の
よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
の
高
低
に
節
付
け
的
な
要
素
を

　
　
　
　
　

認
め
ら
れ
る

　
　

Ｍ　

：
歌
の
よ
う
な
旋
律

　

な
お
、
詞
章
の
表
現
に
は
、
分
類
基
準
で
示
し
た
要
素
以
外
の
要
素
、
例
え
ば
、
Ｍ
の
歌

の
よ
う
な
旋
律
の
最
後
に
「
節
を
引
き
ず
る
」
表
現
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、
中
心
と
な
る

要
素
で
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
般
的
に
、
踊
り
歌
に
よ
く
見
ら
れ
る
「
か
け
声
や
囃
し

こ
と
ば
の
類
」
が
、
御
坊
祭
の
踊
り
歌
に
も
多
く
見
ら
れ
た
が
、
今
回
は
、
そ
れ
ら
も
節
付

け
化
の
視
点
で
分
類
す
る
。

一　

戯
瓢
踊

　

分
析
資
料
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ

御
坊
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会
『
平
成
二
十
三
年
度　

文
化
遺
産
を
活
か
し
た

観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業 

和
歌
山
県
御
坊
市
小
竹
八
幡
神
社
秋
季
祭
礼
及
び
そ
の
奉

納
踊
映
像
記
録
作
成
事
業
『
和
歌
山
県
無
形
民
俗
文
化
財　

記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず

べ
き
無
形
の
民
俗
文
化
財
（
国
選
択
）
戯
瓢
踊　

伝
承
編
』　

平
成
二
十
四
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戯
瓢
踊
の
編
成
（
担
当
楽
器
と
採
り
物
）

　

踊
り
の
編
成
人
数
に
つ
い
て
は
、
二
十
人
ほ
ど
が
理
想
と
の
こ
と
で
、
大
奇
瓢
、
太
鼓
三

人
、
鼓
三
人
、
鉦
三
人
、
小
瓢
十
人
余
（
他
に
、「
制
限
な
し
」
の
記
述
も
）
で
踊
ら
れ
て
い

た
記
録
が
あ
る
。
な
お
、
踊
り
歌
の
詞
章
の
は
じ
め
に
あ
る
「
次
郎
も
太
郎
も
出
で
ら
れ
候

え
」
は
、
太
鼓
・
鼓
・
鉦
の
楽
器
（
鳴
物
）
方
を
「
太
郎
」、
小こ
ひ
ょ
う瓢
方
を
「
次
郎
」
と
呼
ん
だ

こ
と
に
由
来
し
て
、
次じ
ろ
ん
ぼ
う

郎
坊
の
呼
び
か
け
の
せ
り
ふ
と
な
っ
て
い
る
。

　

分
析
資
料
と
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
次
の
よ
う
な
編
成
で
あ
っ
た
。　

　
　
　

次
郎
坊
（
先
達
）
：
大
奇
瓢
と
大
扇
子
（
バ
チ
と
し
て
用
い
て
い
る
）

　
　
　

太
鼓　

一
人　
　

：
太
鼓
と
ば
ち

　
　
　

鼓　
　

一
人　
　

：
小
鼓

　
　
　

鉦　
　

一
人　
　

：
鉦
と
撞し
ゅ
も
く木

　
　
　

小
瓢　

四
人　
　

：
小
瓢
と
扇
子
（
バ
チ
と
し
て
用
い
て
い
る
）
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詞　　　章 　節付け化
の方法

楽器の演技
太鼓、鼓、鉦 
全（一同）

《一同、楽器を奏しつつ入場》 全
《次郎坊と太郎、次郎、向かい合
って、一同楽器を奏する》 全

《　鉦　》 鉦

【次郎坊】
次郎も　太郎も　出
でられ候へ　　出でら
れ候へ

ＹＳ

【一　同】 心得申して候 Ｓ
【次郎坊】 夏と秋 ＹＳ
《太鼓と鼓》 　太鼓・鼓
【次郎坊】 夏と秋 ＹＳ

【一　同】

お茶事もはやるなり
や ＹＭ

茶筅召され候や　お
茶筅召され候へ ＹＭ

《　鼓　》 鼓

【一　同】 よき光ぞと影たのむ
世の光ぞと ＹＭ

《太　鼓》 太鼓

【一　同】
たのき他の教も　仏
の教　み寺訪ねて　
けほん

Ｍ 全

【一　同】 ヒョンヒョンヒョン Ｒ
《　鼓　》 鼓
《　鼓　》 鼓
【一　同】 ムーウ Ｒ

【一　同】 極楽の　前に流るる
阿弥陀川 Ｍ 全

【一　同】 いかなる　淵の ＭＯ 全
【一　同】 ヤホン Ｒ
《太　鼓》 太鼓
【一　同】 瀬に　なる　らん Ｒ
【一　同】 世に　四恩　　あり Ｒ

【一　同】 天地の恩　父母の恩
国王の恩　衆生の恩 Ｍ 全

【一　同】 この恩 ＹＳ
《一同、楽器を奏する》 全
《鉦》 鉦
【太　郎】 四恩 Ｓ
【次　郎】 二恩 Ｓ

【一　同】
何れか　おろかはあ
らねども　父母の恩
に

Ｍ 全

【一　同】 ニヒヒ　ニヒヒの踊
りを　おんどろよ Ｒ

【一　同】
ヒヤギ　ヒヤギ　ヒ
ヤ　ギンギノギ　　ハ
ーア

Ｒ

【一　同】 しくはなし　父母が
この身を Ｍ 　全

《一同、楽器を奏する》 全
《鉦》 鉦

【一　同】 生ぜずば　超世の　
悲願に　遇いがたや Ｍ 全

詞　　　章 　節付け化
の方法

楽器の演技
太鼓、鼓、鉦 
全（一同）

【一　同】 しゃの　釈尊　みの
りを　説かれては Ｒ

【一　同】 鐘無情を　逃がるべき ＹＳ

【一　同】 ムー　ムー　ムー　
よしや　君　ただ Ｒ

《一同、楽器を奏しながら、次郎
坊と太郎、次郎、列を入れ替わる》 全

　《鉦》 鉦
【一　同】 アハハ Ｒ

【太　鼓】 上人の　教えには　
願も　要らぬ Ｒ 太鼓

【一　同】 ソコジャ Ｒ
【太　鼓】 行も　要らぬ　 Ｒ 太鼓
【一　同】 ソコジャ Ｒ

【一　同】
マッソコジャ　マッ
ソコマッソコ　マッ
ソコジャイ

Ｒ

【一　同】

寝ても　覚めても　
忘るなよ　只一念な Ｍ 全

念仏　なりけり　融
通念仏　なんまいだ Ｍ 全

なんまいだーぶつ　
なんまいだーぶつ Ｍ 全

融通念仏　なんまい
だ Ｍ 全

【一　同】 イヤ　思えば　浮き
世は ＭＯ 全

【一　同】 夢の世 　Ｙ
《一同、楽器を奏する》 全
【次郎坊】 ヒヤー Ｒ

【一　同】
夢の間の　浮き世に
何と　くすんだりと
しょ

ＭＯ 全

　《太鼓・鉦・鼓》 太鼓・鉦・鼓

【一　同】 瓢箪から　駒が　出
まい　ものを ＹＳ　　

【一　同】 ただ Ｙ 全

【一　同】

兎にも角にも　月の
夜すがら　いざ踊ろ Ｍ 全

奢侈栄華は　これ皆
春の花　名利の心を
とどめて

Ｍ 全

【一　同】 急いで浄土を　願う
べし ＭＯ 全

【一同、楽器を奏する】 全
　《鉦》 鉦

【一　同】 南無不可　波羅密多
はっぱいた ＭＯ 全

《一同、楽器を奏しつつ退場》 全

表4-1　戯瓢踊　詞章節付け化の一覧



― 129 ―

戯
瓢
踊
の
音
楽
的
な
表
現
と
し
て
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て　

　

戯
瓢
踊
の
構
成
は
、「
踊
り
手
入
場
→
四
恩
状
読
み
上
げ
→
戯
瓢
踊
→
退
場
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
踊
り
部
分
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。
戯
瓢

踊
の
詞
章
の
節
付
け
化
は
、
先
に
「
節
付
け
化
の
分
類
基
準
」
と
し
て
示
し
た
、
次
の
基
準

で
分
類
さ
れ
た
。
表
４
―
１
は
、
そ
の
一
覧
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
分
析
で
あ
り
、
映

像
資
料
と
の
関
係
で
ま
と
め
て
い
る
部
分
が
多
い
。　

　

節
付
け
化
の
分
類
基
準

　
　

Ｓ　

：
せ
り
ふ
調
（
文
句
調
）

　
　

Ｙ
Ｓ
：
抑
揚
の
つ
い
た
せ
り
ふ

　
　

Ｒ　

：
せ
り
ふ
調
で
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む 　

　
　

Ｙ
Ｍ
：
抑
揚
的
旋
律

　
　

Ｍ
Ｏ
： 

歌
の
よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
の
高
低
に
節
付
け
的
な
要
素
を

認
め
ら
れ
る

　
　

Ｍ　

：
歌
の
よ
う
な
旋
律

表
４
ー
１
か
ら
観
察
さ
れ
た
戯
瓢
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴

• 

《
一
同
楽
器
を
奏
す
る
》
を
含
む
文
で
示
さ
れ
た
部
分
は
、
踊
り
歌
の
段
落
を
作
り
、
前
奏

的
部
分
で
あ
り
、
ま
た
、
踊
り
歌
全
体
を
つ
な
ぐ
、
間
奏
的
部
分
で
も
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

• 

右
記
の
《
一
同
楽
器
を
奏
す
る
》
の
後
の
《
鉦
》
は
、
段
落
の
前
奏
的
、
ま
た
、
間
奏
的

部
分
か
ら
次
へ
進
む
た
め
の
合
図
の
役
で
あ
る
。

• 

表
４
―
１
で
は
示
せ
て
い
な
い
が
、
鼓
は
、
太
鼓
や
鉦
の
前
拍
的
な
演
奏
に
対
し
て
、
後

拍
的
な
演
奏
を
行
う
こ
と
が
多
い
。

• 

大
奇
瓢
と
小
瓢
は
、「
一
同
楽
器
を
奏
す
る
」
部
分
で
は
、
扇
子
を
バ
チ
と
し
て
用
い
て
叩

く
楽
器
的
な
扱
い
が
さ
れ
て
い
た
が
、
次
郎
の
採
り
物
は
「
傘
」
で
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
、
採
り
物
が
小
瓢
に
変
わ
っ
て
も
、
扇
子
で
叩
く
こ
と
は
、
楽
器
奏
で
は
な
く
踊
り
の

表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
表
４
―
１
の
楽
器
の
演
技
の
中
に
、
大
奇
瓢
と

小
瓢
方
の
、
太
鼓
や
鉦
、
鼓
な
ど
の
楽
器
（
鳴
り
物
）
の
よ
う
な
独
自
の
演
技
が
見
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

• 

Ｍ
の
「
歌
の
よ
う
な
旋
律
」（
一
部
に
、「
Ｍ
Ｏ
の
歌
の
よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
音
の
高
低
に
節
付
け
的
な
要
素
を
認
め
ら
れ
る
」
を
含
む
が
）
は
、
全
の
「
一
同
で
の

楽
器
の
演
技
」
と
必
ず
同
時
に
奏
さ
れ
、
踊
り
歌
と
し
て
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。

• 

Ｓ
、
Ｙ
Ｓ
、
Ｒ
，
Ｙ
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
、
Ｍ
が
混
ざ
っ
て
歌
わ
れ
、
他
の
踊
り
歌
と
似
た
「
御
坊

祭
で
奉
納
さ
れ
る
踊
り
歌
」
の
音
楽
的
表
現
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

戯
瓢
踊
の
振
り
に
つ
い
て

• 

ナ
ン
バ
（
南
蛮
）
と
い
う
歌
舞
伎
や
日
本
舞
踊
な
ど
に
見
ら
れ
る
手
足
の
動
作
（
右
手
と

右
足
を
同
時
に
出
す
）
で
踊
ら
れ
る
。

二　

奴
踊

　

奴
踊
は
、
中
組
・
御
坊
町
・
上
組
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
踊
り
で
あ
る
。
濱
之
瀬
組
で
も
、

か
つ
て
踊
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
踊
り
歌
の
詞
章
だ
け
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
項
で
は
、
御
坊
祭
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
奴
踊
歌
の
音
楽
的
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
る
。

中
組
・
御
坊
町
・
上
組
に
共
通
す
る
要
素
は
、
輪
に
な
っ
て
踊
る
踊
り
手
達
の
中
心
で
、
音

頭
取
り
が
踊
り
歌
を
歌
う
隊
形
で
あ
る
。
各
組
の
演
者
の
担
当
や
名
称
、
ま
た
、 

歌
や
か
け

声
、
囃
し
こ
と
ば
な
ど
の
表
現
内
容
に
つ
い
て
は
、
組
ご
と
に
ま
と
め
る
。

　

奴
踊
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て
分
析
す
る
た
め
に
、
各
組
に
共
通
す
る

要
素
と
し
て
、
第
二
節
の
は
じ
め
に
示
し
た
「
節
付
け
化
の
分
類
基
準
」
を
用
い
た
。

　

表
４
―
２
（
中
組
）、
表
４
―
３
（
御
坊
町
）、
表
４
―
４
（
上
組
）
は
そ
の
一
覧
で
あ
る

が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
分
析
で
あ
り
、
映
像
資
料
と
の
関
係
で
ま
と
め
て
い
る
部
分
が
多
い
。



― 130 ―

　

節
付
け
化
の
分
類
の
基
準

　
　

Ｓ　

：
せ
り
ふ
調
（
文
句
調
）

　
　

Ｙ
Ｓ
：
抑
揚
の
つ
い
た
せ
り
ふ

　
　

Ｒ　

：
せ
り
ふ
調
で
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む 　

　
　

Ｙ
Ｍ
：
抑
揚
的
旋
律

　
　

Ｍ
Ｏ
： 

歌
の
よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
の
高
低
に
節
付
け
的
な
要
素
を

認
め
ら
れ
る

　
　

Ｍ　

：
歌
の
よ
う
な
旋
律

ア　

中
組
の
奴
踊

　
　

分
析
資
料
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

　
　

 

御
坊
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会　
『
平
成
二
十
四
年
度
文
化
遺
産
を
活
か
し

た
観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業 

和
歌
山
県
御
坊
市
小
竹
八
幡
神
社
秋
季
祭
礼
及
び
そ

の
奉
納
踊
映
像
記
録
作
成
事
業
『
中
組　

奴
踊　

伝
承
編
』　

平
成
二
十
五
年
三
月

　
中
組
奴
踊
の
編
成

　

※ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
演
者
の
構
成
は
、
伝
承
用
の
記
録
作
成
の
た
め
の
も
の
で
、
祭
り
で
の
編
成

と
は
異
な
る

　
　

踊
り
手
：
若
中
（
子
供
の
参
加
も
認
め
て
い
る
）

　
　

音　

頭
：
世
話
人
（
音
頭
を
取
る
と
き
に
、
詞
章
を
書
い
た
扇
子
を
持
つ
）

中
組
奴
踊
の
音
楽
的
な
表
現
と
し
て
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て

　

中
組
奴
踊
の
構
成
は
、「
入
場
→
本
踊
り
→
踊
り
納
め
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
踊
り

部
分
の
「
詞
章
の
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。
表
４
―
２
は
、
先
に
述

べ
た
「
節
付
け
化
の
分
類
基
準
」
に
よ
る
分
類
の
一
覧
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
分
析
で

あ
り
、
映
像
資
料
と
の
関
係
で
ま
と
め
て
い
る
部
分
が
多
い
。

表
４
ー
２
か
ら
観
察
さ
れ
た
中
組
奴
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴

• 

踊
り
歌
の
構
成
は
、
四
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

• 

一
部
は
、
一
番
か
ら
七
番
の
踊
り
歌
で
Ｍ
の
「
歌
の
よ
う
な
旋
律
」
で
踊
ら
れ
る
。

• 

二
部
は
、「
戯
れ
歌
的
」
詞
章
の
部
分
で
、
ほ
と
ん
ど
が
Ｓ
の
「
せ
り
ふ
調
」、
Ｒ
の
「
こ

と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む
」
要
素
で
節
付
け
さ
れ
、
旋
律
的
な
節
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。

• 

三
部
は
、
一
部
の
踊
り
歌
と
は
異
な
る
が
、
Ｍ
と
Ｒ
の
要
素
で
節
付
け
さ
れ
て
い
る
。

• 

四
部
は
、
は
じ
め
に
歌
わ
れ
た
一
部
の
一
番
の
句
が
繰
り
返
さ
れ
、
踊
り
納
め
と
な
る
。

• 

各
詞
章
（
フ
レ
ー
ズ
）
の
終
わ
り
（
段
落
部
分
）
は
、
Ｒ
で
示
し
た
「
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム

（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む
」（
囃
し
こ
と
ば
的
な
）
要
素
で
段
落
を
作
っ
て
い
る
。

• 

Ｓ
、
Ｒ
，
Ｙ
Ｍ
、
Ｍ
が
混
ざ
っ
て
歌
わ
れ
、
御
坊
祭
の
踊
り
歌
全
般
に
見
ら
れ
る
音
楽
的

表
現
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

• 

中
間
部
分
に
、
Ｓ
や
Ｒ
で
表
現
さ
れ
る
「
戯
れ
歌
」
が
歌
わ
れ
る
の
は
、
御
坊
町
の
奴
踊

や
上
組
の
殿
中
奴
踊
と
同
じ
で
、
奴
踊
の
特
徴
と
言
え
る
。
下
組
の
雀
踊
で
は
、「
戯
れ
歌
」

の
詞
章
は
な
い
が
、
や
は
り
、
中
間
部
分
に
似
た
節
付
け
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

現
在
の
奉
納
ス
タ
イ
ル
や
奉
納
準
備
の
練
習
等
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め

• 
踊
り
歌
の
は
じ
め
の
部
分
（
筆
者
分
析
の
一
部
）
の
詞
章
は
七
番
ま
で
あ
る
が
、
全
体
が

物
語
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
祭
当
日
は
、
奉
納
割
り
当
て
時
間
の
関
係
で
三
か
ら
六
番
を
省

い
て
短
縮
し
、
一
・
二
・
七
番
を
踊
る
。
こ
の
後
、
掛
け
合
い
部
分
（
二
部
）
に
入
る
が
、

こ
こ
は
好
ま
れ
る
部
分
で
あ
る
。

• 

女
性
（
女
児
）
の
参
加
に
つ
い
て
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詞　　章 節付け化 
の方法

一
部

一

【音　頭】 めでたのナー Ｍ
【踊り手】 （めでたのナンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 祝い　めでたの　ナーン　カ
ーラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ若　　ノ松サー　　枝も　栄えん
える　　　葉も茂る

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

二

【音　頭】 参りのナー Ｍ
【踊り手】 （参りのナンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 お宮　参りの　ナーン　カー
ラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　　金　　拾てサー　これも　お
宮の　ご利生かよ

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

三

【音　頭】 となかのナー Ｍ
【踊り手】 （となかのナンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 沖の　　となかの　ナーン　カー
ラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　　三　本竹サー　産まず　竹
かんかヨ　子が増さす

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

四

【音　頭】 空なるナー Ｍ
【踊り手】 （空なるナーンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 空の　七夕　　ナーン　カーラ　　
サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　　おい　としやサー　川を　
隔てんて　恋をめす

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

五

【音　頭】 突いたるナー Ｍ
【踊り手】 （突いたるナーンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 おろく　突いたる　ナーン　
カーラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　　竹　の杖サー　元は　尺は
ん八　中は笛

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

六

【音　頭】 川瀬のナー Ｍ
【踊り手】 （川瀬のナーンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 淀の　川瀬の　ナーン　カー
ラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　　水　車サー　何を　待つや
んやら　くるくると

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

七
【音　頭】 切りよのナー Ｍ
【踊り手】 （切りよのナーンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

詞　　章 節付け化 
の方法

一
部七

【音　頭】 竹の　切りよの　ナーン　カ
ーラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　　たま　り水サー　澄まず　
濁らんらず　出ず入らず

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

二部

【音　頭】 ホーリャ　コノエ　若い者 Ｓ
【踊り手】 （何だ） Ｓ
【音　頭】 いかもの　食いに　何がよい Ｒ

【踊り手】 （インヤ　狸の皮を　引っ張
ったー） Ｒ

【音　頭】
残る　ところを　ぬたえ　ぬ
たえ　インヤ　すり鉢　なん
ずに　五六杯

Ｒ

【音　頭】 インヤ　百杯　ほど　よかん
べ　どっこい　すいだ　なんだ Ｒ

【音　頭】 浮き世はエ　何よ　連中ら　
ドッコイ　はり肘だ Ｒ

【音　頭】 ドッコイスイ　ドッコイスイ
インヤ　スッスノス Ｒ

【音　頭】 若い者 Ｓ
【踊り手】 （何だ） Ｓ

【音　頭】 おれら　若いときに　腕に生
傷　絶えなんだ Ｒ

【踊り手】 （インヤ　小腕に　生傷　絶
えなんだ） Ｒ

【音　頭】 今の　心も　若い時と　変わ
るまい ＹＭ

【音　頭】 インヤ　相手になって　シテ
ントンシャン Ｒ

【踊り手】 （アーンボン） Ｒ
【音　頭】 アハハ　ニャスイ Ｒ

【音　頭】
インヤ　ドッコイ　ドッコイ
ドッコイ　ホーリャ　コーノ
ーエ

Ｒ

三部

【音　頭】 今日の　初春 Ｍ
【踊り手】 （ヨイヨイ） Ｒ
【音　頭】 門松　立てばサ Ｍ
【音　頭】 ハーニコニコニ Ｒ
【音　頭】 ハーワカヨイサ Ｍ

【音　頭】 かずの　礼者　ホーリャ　礼
者のナー Ｍ

【音　頭】 かずのれ　かずの　礼者 Ｍ
【踊り手】 （ハーニコニコーニ） Ｒ
【音　頭】 腰を　まわしの　かくないは Ｒ

【踊り手】 （はっと　答えて　ニョッキ
リ　ニョッキリ　ニョッキリ） Ｒ

【音　頭】
スサッテショ　笑顔にゃに　
インヤ　ニッコリ　ニッコリ
ニコニコニ

Ｒ

【音　頭】 ハーせんがーんの　いーよせに Ｍ
【踊り手】 （ヨンヨイ） Ｒ
【音　頭】 まんごーくの　はーちぼく Ｍ
【踊り手】 （ヨンヨイ） Ｒ
【音　頭】 ハーお庭に　ちょうど　積もりて Ｍ

【音　頭】 えにも　候　やよいにゃ　め
でたい　ホーリャ　コーノーエ Ｒ

四部

【音　頭】 めでたのナー Ｍ
【踊り手】 （めでたのナンヨ） Ｍ
【踊り手】 （ヨーイ　ヨーイ　ヨーイヤナー） Ｒ

【音　頭】 祝い　めでたの　ナーン　カ
ーラ　　サーキヨ Ｍ

【踊り手】 （ア　エーン　エーン　サー　サー） Ｍ

【音　頭】
シヤサーイタ　マコトーニー
ナ　若　　ノ松サー　　枝も　栄え
んえる　　　葉も茂る

Ｍ

【踊り手】 （ハーリバヨ　踊りは　奴の
ヨイヤナー） Ｒ

表4-2　中組の奴踊　詞章節付け化の一覧
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• 
本
来
は
、
男
性
だ
け
に
よ
る
祭
り
で
あ
る
が
、
近
頃
は
、
奴
踊
、
屋
台
の
渡
り
笛
な
ど
、

一
部
に
女
性
（
女
児
）
の
参
加
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
役
職
と
獅
子
舞
は
男
性
の
担
当

で
あ
る
。

• 

踊
り
や
音
頭
の
練
習
に
つ
い
て

• 

踊
り
は
、
子
供
の
頃
か
ら
祭
り
に
参
加
し
て
自
然
に
覚
え
て
い
く
の
で
、
特
に
、
練
習
は

し
な
い
。
音
頭
（
歌
）
は
、
若
い
頃
か
ら
踊
り
に
参
加
し
て
い
る
間
に
、
自
然
に
覚
え
て
い

く
の
で
、
祭
り
前
に
、
二
日
程
練
習
す
る
だ
け
で
あ
る
。

イ　

御
坊
町
の
奴
踊

　

分
析
資
料
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ　

　

 

御
坊
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会　
『
平
成
二
十
四
年
度
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業 

和
歌
山
県
御
坊
市
小
竹
八
幡
神
社
秋
季
祭
礼
及
び
そ
の
奉

納
踊
映
像
記
録
作
成
事
業
『
御
坊
町　

奴
踊　

伝
承
編
』　

平
成
二
十
五
年
三
月

御
坊
町
奴
踊
の
編
成

　

※ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
演
者
の
構
成
は
、
伝
承
用
の
記
録
作
成
の
た
め
の
も
の
で
、
祭
り
で
の
編
成

と
は
異
な
る

　
　

踊
り
手
： 

若
中
（
踊
り
の
奉
納
は
輪
番
制
で
行
わ
れ
る
。
輪
番
制
に
つ
い
て
は
後
記
す

る
が
、
本
番
の
踊
り
に
は
、
当
番
、
助
以
外
の
グ
ル
ー
プ
の
人
も
加
わ
る
。

子
供
も
希
望
者
は
参
加
し
て
よ
い
）

　
　

音　

頭
：
取
締
（
詞
章
を
書
い
た
扇
子
を
持
つ
）

御
坊
町
奴
踊
の
音
楽
的
表
現
と
し
て
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て

　

御
坊
町
奴
踊
の
構
成
は
、「
練
り
込
み
→
本
踊
り
→
踊
り
納
め
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

本
踊
り
部
分
の
「
詞
章
の
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
表
４
―
３
は
、

先
に
述
べ
た
「
節
付
け
化
の
分
類
基
準
」
に
よ
る
分
類
の
一
覧
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の

分
析
で
あ
り
、
映
像
資
料
と
の
関
係
で
ま
と
め
て
い
る
部
分
が
多
い
。

表
４
ー
３
か
ら
観
察
さ
れ
た
御
坊
町
奴
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴 　

• 

御
坊
町
の
奴
踊
歌
の
構
成
は
、
練
り
込
み
の
部
分
を
除
い
て
、
五
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

• 

練
り
込
み
と
一
部
で
は
、
祭
り
に
関
係
し
た
詞
章
が
歌
わ
れ
る
。

•  

二
部
・
三
部
・
四
部
で
は
、
内
容
の
異
な
る
詞
章
の
「
戯
れ
歌
」
が
歌
わ
れ
る
。

• 

五
部
で
は
、
祝
い
歌
の
詞
章
を
歌
い
、
踊
り
納
め
と
な
る
。

• 

節
付
け
化
に
つ
い
て
は
、
練
り
込
み
部
分
と
一
部
、
三
部
を
含
め
て
、
分
類
基
準
Ｍ
の
「
歌

の
よ
う
な
旋
律
」
は
見
ら
れ
ず
、
元
は
Ｍ
で
歌
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
Ｍ
Ｏ
の
「
歌
の

よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
の
高
低
に
節
付
け
的
な
要
素
を
認
め
ら
れ
る
」
が

多
か
っ
た
。

• 

二
部
・
三
部
・
四
部
で
は
、
わ
ず
か
に
Ｍ
Ｏ
や
Ｙ
Ｍ
の
「
抑
揚
的
旋
律
」
が
み
ら
れ
た
が
、

Ｒ
の
「
せ
り
ふ
調
で
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む
」
の
要
素
で
節

付
け
が
さ
れ
て
い
る
。

•  

中
間
部
分
に
、
右
記
の
よ
う
な
Ｒ
の
多
い
節
付
け
の
「
戯
れ
歌
」
が
歌
わ
れ
る
の
は
、
中

組
や
上
組
の
奴
踊
で
も
同
様
で
あ
り
、
こ
う
し
た
表
現
は
、
奴
踊
の
特
徴
と
言
え
る
。

• 

Ｓ
、
Ｙ
Ｓ
、
Ｒ
、
Ｙ
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
が
混
ざ
っ
て
歌
わ
れ
、
御
坊
祭
の
踊
り
歌
全
般
に
見
ら
れ

る
音
楽
的
表
現
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

•  
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
映
像
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
御
坊
町
の
奴
踊
で
は
、
最
後
に
「
打
っ
て
く

れ
チ
ョ
ー
ン
チ
ョ
ン　

も
う
一
度
打
っ
て
く
れ　

チ
ョ
ー
ン
チ
ョ
ン
」
の
歌
詞
が
歌
わ
れ
、

手
締
め
を
行
う
習
慣
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
一
部
の
記
録
に
見
ら
れ
た
。
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詞　　章 節付け化 
の方法

練
り
込
み

【音　頭】 浜で　ヤンサ ＹＳ
【踊り手】 （ソーリャ） Ｒ

【音　頭】 浜で　踊りゃれ　ご見物の衆 ＹＳ

【踊り手】 （ハイリ　ハイリ） Ｒ

【音　頭】 いよいよ　　ご見物の衆 ＭＯ
【踊り手】 （オオエイヤ） Ｒ

【音　頭】 御坊の　小殿中　が浮い　て通る
は ＹＭ

【踊り手】 （ハイリ　ハイリ） Ｒ

【音　頭】 いよいよ　浮いて　通るは ＭＯ

【踊り手】 （ソーリャ） Ｒ

ここから踊りに入る

一
部

【音　頭】 浜で　ヤンサ ＹＳ

【踊り手】 （ソーリャ） Ｒ

【音　頭】 浜で　踊りゃれ　ご見物の衆 ＹＳ

【踊り手】 （ハイリ　ハイリ） Ｒ

【音　頭】 いよいよ　　ご見物の衆 ＭＯ

【踊り手】 （オオエイヤ） Ｒ

【音　頭】 差した　カイラギ　が浮い　て通
るは ＹＭ

【踊り手】 （ハイリ　ハイリ） Ｒ
【音　頭】 いよいよ　浮いて　通るは ＭＯ
【踊り手】 （ソーリャ） Ｒ

【音　頭】 浜で　ヤンサ ＹＳ

【踊り手】 （ソーリャ） Ｒ

【音　頭】 浜で　踊りゃれ　ご見物の衆 ＹＳ

【踊り手】 （ハイリ　ハイリ） Ｒ

【音　頭】 いよいよ　　ご見物の衆 ＭＯ

【踊り手】 （ソリャシ　ソリャシ　イヤ　シ
ッシノシ）　 Ｒ

二
部

【音　頭】 俺が　若いときゃ　人の　捨てて
も　打ち割った ＭＯ

【音　頭】 そりゃ　今でも　二人や三人は　
なんだ殿中だ　 ＭＯ

【音　頭】 おおそれ　好いたのも　いずれも　
殿中だ ＭＯ

【踊り手】 （ドッコイシ　ドッコイシ　イヤ　
シッシノシ） Ｒ

【音　頭】 イヤ　喧嘩　好きなる　ナンヨサ　
友だちゃ　を持てば　の ＭＯ

【音　頭】
サー　池の　小鴨で　ナンヨサ　
しんぎりもんぎり　身が　冷ゆ　
る

ＹＭ

【踊り手】 （ドッコイシ　ドッコイシ　イヤ　
シッシノシ） Ｒ

【音　頭】 イヤ　人の　言いなし　なんだ　
殿中だ　何を殿中だ ＹＳ

【踊り手】 （ドッコイシ　ドッコイシ　イヤ　　
スイスイノスイ） Ｒ

【音　頭】 コーレ ＹＳ

【踊り手】 （なんだ　殿中だ　張り肘だ） Ｒ

【踊り手】 （ドッコイシ　ドッコイシ　イヤ　
シッシノシ） Ｒ

詞　　章 節付け化 
の方法

三
部

【音　頭】 踊るべい　合点か Ｓ

【踊り手】 （おお合点じゃ） Ｓ

【音　頭】 イヤ　殿中頭巾　しゃんと着て ＭＯ

【音　頭】 腰に巾着　かんつけろ　腰に巾着　
かんつけろ ＭＯ

【音　頭】 踊るべい　踊るべい Ｒ

【踊り手】 （ハッハッハ） Ｒ

【音　頭】 イヤ　踊るべい　ナー Ｒ

【踊り手】 （サースイノスイ） Ｒ

【音　頭】 浮きに浮いた　瓢箪か Ｒ

【踊り手】 （おお瓢箪じゃ） Ｒ

【踊り手】 （イヤヒョン　イヤヒョン　　イ
ヤヒョンヒョンノヒョン） Ｒ

【音　頭】 アアオケサテナ Ｓ

【踊り手】 （マカセ） Ｒ

【踊り手】 （イヤエイ　イヤエイ　イヤ　エ
イエイノエイ） Ｒ

四
部

【音　頭】 イヤ　伊達を　好むは　お馬屋の
関助　こうの伊達助　 Ｒ

【音　頭】 イヤ　馬ドッコイ　つないだ　寺
の　柿の木に　ヤッシッシ Ｒ

【音　頭】 シッカトシッカト　ハイドウシ Ｒ

【音　頭】 コレ　　金鰐鮫鞘　釘貫紋　乗っ
たか締めたか Ｒ

【音　頭】 イーヤ　肩肘　いかってシッ　イヤ
シッ　コーノヨイ Ｒ

【音　頭】 イヤ　鑓の　権三　は　ドッコイ ＭＯ

【音　頭】 イヤ　初葉に　ござる ＭＯ

【音　頭】 この　日本一の　男伊達　繻子の　
鬢付け油墨 ＹＭ

【音　頭】 ツルヘン　ツルヘン Ｒ

【音　頭】 なぜに　津山は　出ーて　待たんぞ　
コノサコノセ Ｒ

【音　頭】 夕餉　では　たらふくするてん Ｒ

【音　頭】 イヤ　たらふくするてん　どうで
も権三は　よい男 Ｒ

【音　頭】 油　壺かーら　ドッコイ ＭＯ

【音　頭】 イヤ　でる　ような男　ハリトン ＭＯ

【音　頭】 イヤートントン　とろりとー　見
惚れる男 ＭＯ

【音　頭】 コレ　磯の千鳥を　ぼっこんで Ｒ

【音　頭】 石突きつかんで　ヤッシッシ Ｒ

【音　頭】 エーイシエーイシ　エッシッシ Ｒ

五
部

【音　頭】 アア　この　めでたの　ナー ＭＯ

【踊り手】 （アーンヨアーンヨ　めでたの　
ナー） ＭＯ

【音　頭】 祝　いー　めでたの　ナー ＭＯ

【踊り手】 （エンエン　サッサ） ＭＯ

【音　頭】 オオ　この　誠に　ナー ＭＯ

【音　頭】 若の　　　松も Ｒ

【音　頭】 枝も　さか　エンえる　葉も　茂る ＭＯ

【踊り手】 （ハーリハヤ　踊りは　奴の） Ｒ

【踊り手】 （ハー　ヨーイヤナ） Ｒ

表4-3　御坊町の奴踊　詞章節付け化の一覧　
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現
在
の
奉
納
ス
タ
イ
ル
や
奉
納
準
備
の
練
習
等
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め

• 
踊
り
奉
納
の
輪
番
制
に
つ
い
て

• 

御
坊
町
は
、
七
つ
の
組
（
グ
ル
ー
プ
）
に
分
か
れ
て
い
て
、
そ
の
中
の
六
つ
が
輪
番
制
で

奴
踊
、
獅
子
舞
、
四
つ
太
鼓
を
担
当
し
て
い
る
。
踊
り
奉
納
に
関
し
て
の
聞
き
取
り
調
査
に

関
し
て
記
す
。

毎
年
、
担
当
の
「
当
番
」
と
「
助
」
で
奉
納
す
る
。
担
当
以
外
は
、
当
日
の
踊
り
に
は
参

加
す
る
が
、
当
番
へ
の
口
出
し
は
し
な
い
。

• 

歌
詞
も
踊
り
も
昔
と
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
踊
り
の
テ
ン
ポ
が
少
し
速
く
な
っ
た
。
踊
り

の
人
数
が
少
な
く
な
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
昔
は
、
踊
り
の
人
数
が

多
く
、
ゆ
っ
く
り
と
踊
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

• 

踊
り
や
音
頭
の
練
習
に
つ
い
て

・ 

踊
り
は
、
子
供
の
頃
か
ら
見
て
お
り
、
親
も
踊
っ
て
い
た
の
で
、
見
て
覚
え
て
い
く
が
、

皆
で
合
わ
せ
て
踊
る
の
は
難
し
い
。
先
輩
の
踊
り
を
参
考
に
し
て
踊
る
が
、「（
動
き
を
）

大
き
く
踊
る
よ
う
に
」
な
ど
の
助
言
が
あ
る
。

・ 

踊
り
の
練
習
は
、
当
番
中
心
に
行
わ
れ
る
が
、
音
頭
役
の
取
締
が
い
な
い
と
き
は
、
テ
ー

プ
の
録
音
で
練
習
す
る
。

ウ　

上
組
の
殿
中
奴
踊

　

分
析
資
料
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

 

御
坊
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会　
『
平
成
二
十
四
年
度
文
化
遺
産
を
活
か
し
た

観
光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業 

和
歌
山
県
御
坊
市
小
竹
八
幡
神
社
秋
季
祭
礼
及
び
そ
の
奉

納
踊
映
像
記
録
作
成
事
業
『
上
組　

殿
中
奴
踊　

伝
承
編
』　

平
成
二
十
五
年
三
月

上
組
殿
中
奴
踊
の
編
成

　

※ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
演
者
の
構
成
は
、
伝
承
用
の
記
録
作
成
の
た
め
の
も
の
で
、
祭
り
で
の
編
成

と
は
異
な
る

　
　

踊
り
手
： 

世
話
人
（
上
組
で
は
、
音
頭
と
踊
り
手
の
歌
の
掛
け
合
い
が
な
く
、
踊
り
手

も
音
頭
と
と
も
に
歌
う
）

　
　

音　

頭
：
世
話
人
（
踊
り
の
輪
の
中
で
、
音
頭
を
取
る
）

上
組
殿
中
奴
踊
の
音
楽
的
な
表
現
と
し
て
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て

　

上
組
の
殿
中
奴
踊
の
構
成
も
、「
入
場
→
本
踊
り
→
踊
り
納
め
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

本
踊
り
の
部
分
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
表
４
―
４
は
、

先
に
述
べ
た
「
節
付
け
化
の
分
類
基
準
」
に
よ
る
分
類
の
一
覧
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
分

析
で
あ
り
、
映
像
資
料
と
の
関
係
で
ま
と
め
て
い
る
部
分
が
多
い
。

表
４
ー
4
か
ら
観
察
さ
れ
た
上
組
殿
中
奴
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴

• 

上
組
の
殿
中
奴
踊
の
踊
り
歌
は
、
先
に
も
記
し
た
が
、
他
の
組
の
よ
う
に
、
音
頭
と
踊
り

手
と
が
掛
け
合
い
で
歌
う
こ
と
が
な
く
、
踊
り
は
両
者
が
一
緒
に
歌
い
な
が
ら
踊
ら
れ
る
。

• 

踊
り
歌
は
、
三
部
の
構
成
で
あ
る
。

• 

一
部
は
、
Ｍ
（
歌
の
よ
う
な
旋
律
）
の
二
つ
の
節
（
Ｍ
１
と
Ｍ
２
）
が
繰
り
返
さ
れ
る
踊

り
歌
で
あ
る
。
詞
章
は
、
主
に
全
国
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
七
七
七
五
型
の
民
謡
か
ら
取
ら
れ

て
い
る
。

• 

二
部
は
、
分
類
基
準
の
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
（
歌
の
よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
の
高

低
に
節
付
け
的
な
要
素
を
認
め
ら
れ
る
）、
Ｙ
Ｍ
（
抑
揚
的
旋
律
）
も
あ
り
、
旋
律
的
な
表

現
も
含
ま
れ
る
が
、
Ｒ
（
せ
り
ふ
調
で
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込

む
）
や
Ｙ
Ｓ
（
抑
揚
の
つ
い
た
せ
り
ふ
）
に
よ
る
囃
し
こ
と
ば
的
な
要
素
が
多
く
、「
戯
れ

歌
」
の
詞
章
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

・ 

三
部
は
短
く
、
祝
い
こ
と
ば
を
含
ん
で
踊
り
納
め
ら
れ
る
が
、
一
部
の
よ
う
な
節
の
繰
り
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詞章 節付け化 
の方法 手拍子

一
部

一

祝いめー　めでたのヤー　アー若　
まー　松は　ヨイ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

枝もさー　栄ゆるヤー　アー葉も　
しゅー　しゅげる　ヨイ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

二

五尺手拭い　中赤染めて　　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

おれにくりょより　宿におけ　　ヨ
イ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

宿が良ければ　名もたたぬ　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

三

きそん十七　寅の年　　　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

参るやくしゅは　寅やくしゅ　　ヨ
イ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

四

佐渡と越後は　筋向かい　　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

橋をかけましょ　船橋を　　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

五

橋の下なる　鵜の鳥は　　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

鮎をくわえて　羽のばす　　　ヨイ Ｍ1
ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

六

お宮まー　参りにヤー　アー金　ひ
ー　ひろて　　ヨイ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

これもおー　お宮のヤー　アーご利　
生　しょうか　ヨイ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

七

沖のかー　鴎にヤー　アー物　問ー　
問えば　　ヨイ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

おれはたー　立つ鳥ヤー　アー波　
にー　に問え　ヨイ Ｍ1

ノーンノーンノー　キーイソ　ノー
ンノン Ｍ2

二
部

ホーリャ　エンヤラ　エンヤラ　エ
ン　イヤオイ Ｒ

君は　浪速の Ｍ
タコ　スッポン　ポーンノ　ポン Ｒ
この　壺入り　自慢で　な Ｒ
この　しょうなら　しょうなら　し
ょうなら ＭＯ

えりなも　みうら ＭＯ
イヤ　誰じゃ　君じゃ　若い衆 Ｒ
頭巾ちゃー Ｍ
チチンツ　チン Ｒ
チリテンノ　鳥なれば Ｒ

詞章 節付け化 
の方法 手拍子

二
部

イーヤ　おっと　まかして　ヨーイ
ヨイ Ｒ

ハー　野明け山 Ｍ
シャンシャン Ｒ
［アリャリャ　アリャセエニ　ナー
ンコノ Ｍ 手

トッツリトッツリ　トッツリ　トッ
ツリトッツリ　トッツリ Ｍ

イーヤ　その日の　でごしに　トッ
ツリ Ｒ

イーヤ　やりては　脇は　めでたい Ｒ
イーヤ　打っておけ Ｍ 手
ハー　シャーンシャン　ハー　チョ
チョーンノ　チョン ＹＭ 手

リーンヤ　リーンヤ　リン　リーン
ヤ　リーンヤ　リン ＹＭ

イーヤ　チリチリ　スッテン　ヨー
イヨイ］ Ｒ

磯による Ｍ
シャンシャン Ｒ
上記、［アリャリャ　～　ヨーイヨ
イ］の繰り返し
イヤオイ Ｒ
つぼみ　狂いの ＭＯ
［せいたん Ｒ
かおして　クン　も一つ　してこい　
クン Ｒ

イーヤー　クーン　くちとがも　わ
ーかんてんか Ｍ 手

オーモー　クン　国　ヨーイヤナ　
ヨーイヨイ］ ＹＳ

君に　会ーう ＹＳ
イーヤー　会うと　ゆうて Ｍ 手
［りこうそうにぬかすやつは Ｍ 手
はる　はるばーると　れんやたが　
チョチョーンノチョン Ｒ

イーヤー　チチンツ　チンチン　ス
ッテントン Ｍ

チチンツ　チンチン　スッテントン Ｍ
このこのえい］ ＹＳ
イヤオイ Ｒ
若い衆　狂いの ＭＯ
上記、［せいたん　～　ヨーイヨイ
］の繰り返し
酒を飲む ＹＳ
イーヤー　飲むと　ゆうて Ｍ 手
上記、「りこうそうに　～　　この
このえい」の繰り返し

三
部

祝い　めでたの Ｍ
若ま　松　シャーンシャン Ｒ
さーま　もうわ　いこうか　な　は
て　どうもせ Ｒ

エンヤラ　エンヤラ　エン　ハリャ　
ヤーットナ Ｒ

（一部二～五までは、映像では省略された部分である。
一部一や六、七の節で歌われる繰り返しと考え、分類
の基準を記述した）

表4-4　上組の殿中奴踊　詞章節付けの一覧
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返
し
は
な
い
。

• 
詞
章
は
抽
象
的
で
わ
か
り
難
い
と
こ
ろ
が
多
い
。

• 

表
４
―
４
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
体
を
通
じ
て
、
旋
律
的
（
メ
ロ
デ
ィ
ア
ス
）
に
歌
わ

れ
る
。

•  

こ
う
し
た
歌
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
元
歌
に
三
味
線
が
つ
い
て
い
た
の
か
」
ま
た
、「
歌
詞

の
一
部
分
の
表
現
は
、
口
三
味
線
か
」
な
ど
と
考
え
る
研
究
者
も
い
る
。

• 

踊
り
の
中
に
、
手
拍
子
や
膝
を
た
た
く
振
り
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。

• 

一
部
で
は
、
フ
レ
ー
ズ
の
終
わ
り
の
「
ヨ
イ
」
や
「
ノ
ン
」
の
部
分
で
手
拍
子
が
入
り
、

・ 

段
落
感
が
示
さ
れ
る
。

・ 

二
部
で
は
、
手
拍
子
の
入
る
部
分
を
分
類
基
準
の
後
に
「
手
」
で
示
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

が
Ｍ
の
部
分
で
見
ら
れ
、
歌
う
よ
う
な
旋
律
に
合
わ
せ
る
楽
器
の
伴
奏
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
。

• 

中
間
部
分
に
、
Ｒ
や
Ｙ
Ｓ
で
多
く
節
付
け
さ
れ
た
「
戯
れ
歌
」
が
歌
わ
れ
る
の
は
、
中
組

や
御
坊
町
と
同
様
で
あ
り
、
御
坊
祭
の
奴
踊
に
見
ら
れ
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

• 

分
類
基
準
の
Ｙ
Ｓ
、
Ｒ
、
Ｙ
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
、
Ｍ
が
混
ざ
っ
て
歌
わ
れ
る
上
組
殿
中
奴
踊
は
御

坊
祭
の
他
の
踊
り
歌
に
共
通
し
た
音
楽
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。

現
在
の
奉
納
ス
タ
イ
ル
や
奉
納
準
備
の
練
習
等
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
ま
と
め

•  

祭
り
で
の
奉
納
は
、
一
部
の
二
番
か
ら
五
番
を
省
略
し
て
、
一
番
、
六
番
、
七
番
が
踊
ら

れ
る
。
子
供
奴
踊
は
、
省
略
せ
ず
に
踊
ら
れ
る
。

• 

踊
り
や
音
頭
の
練
習
に
つ
い
て

• 

踊
り
の
練
習
は
、
ま
わ
り
の
踊
り
手
の
振
り
を
見
て
覚
え
て
も
ら
う
。
繰
り
返
し
が
多
い

の
で
、
踊
っ
て
い
る
う
ち
に
思
い
出
す
。
踊
り
も
歌
も
、
練
習
は
分
割
し
な
い
で
通
し
て
行

う
。
音
頭
の
練
習
は
、 

歌
詞
の
意
味
が
わ
か
り
難
い
の
で
、
通
し
で
練
習
し
な
い
と
歌
詞
の

つ
な
が
り
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
歌
詞
の
意
味
を
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
通
し
で
練
習

の
回
数
を
重
ね
て
覚
え
て
い
く
。
部
分
的
に
練
習
し
な
い
の
で
、
部
分
を
取
り
出
し
て
は
歌

え
な
い
。
歌
を
歌
え
る
人
は
、
踊
り
も
踊
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
踊
り
手
だ
け
を
務
め
て
き

た
人
は
、
歌
は
歌
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

• 

踊
り
の
テ
ン
ポ
は
、
奉
納
時
間
の
関
係
で
速
く
な
っ
た
。
練
習
の
た
め
に
、
昔
の
音
頭
の

歌
っ
た
録
音
を
聞
く
と
、
現
在
の
歌
い
方
よ
り
、
音
高
は
低
く
、
テ
ン
ポ
は
ゆ
っ
く
り
で
あ

る
。

• 

声
の
高
さ
は
自
由
で
、
意
識
し
て
声
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
音
頭
が
し
ら
の

「
セ
ー
ノ
ー
」
の
合
図
で
歌
い
始
め
、
音
頭
が
全
体
の
歌
を
引
っ
張
っ
て
（
リ
ー
ド
し
て
）

ゆ
く
。

• 

女
性
（
女
児
）
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
に
ぎ
わ
い
の
た
め
、
子
ど
も
の
奴
踊
に
は
女
児
の

参
加
も
認
め
て
い
る
。
他
に
、
女
児
は
屋
台
の
笛
に
も
参
加
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

エ　

御
坊
祭
で
奉
納
さ
れ
る
奴
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴
に
つ
い
て

　

こ
の
項
で
は
、
前
項
（
ア
）（
イ
）（
ウ
）
で
見
ら
れ
た
御
坊
祭
の
奴
踊
に
つ
い
て
、
そ
の

特
徴
を
、
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

中
組
、
御
坊
町
、
上
組
の
奴
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴
は
、
次
の
五
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

• 

踊
り
の
隊
形

・ 

三
組
と
も
、
踊
り
の
隊
形
は
、
音
頭
取
り
を
中
心
に
し
て
、
踊
り
手
が
そ
の
ま
わ
り
に
円

陣
を
作
り
踊
ら
れ
る
。

• 

踊
り
歌
の
演
奏
ス
タ
イ
ル

・ 
中
組
と
御
坊
町
で
は
、
音
頭
取
り
と
踊
り
手
達
が
、
歌
や
か
け
声
、
囃
し
こ
と
ば
を
掛
け

合
い
な
が
ら
踊
る
。

・ 

上
組
で
は
、
音
頭
取
り
は
歌
を
リ
ー
ド
し
て
行
く
が
、
踊
り
手
も
一
緒
に
歌
い
、
歌
や
囃

し
こ
と
ば
の
掛
け
合
い
は
行
わ
れ
な
い
。

• 

「
祝
い
歌
」
の
詞
章
へ
の
取
り
入
れ
方
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・ 
中
組
、
上
組
は
、
音
頭
の
は
じ
め
と
終
わ
り
に
、
祝
い
歌
の
こ
と
ば
を
取
り
入
れ
て
い
る

が
、
御
坊
町
で
は
、
祝
い
歌
の
こ
と
ば
は
終
わ
り
部
分
に
の
み
歌
い
、
は
じ
め
は
、
祭
り

の
様
子
を
歌
っ
て
い
る
。

• 

節
付
け
の
構
成
上
に
見
ら
れ
る
特
徴

・ 

三
組
と
も
、
中
間
部
分
に
旋
律
的
要
素
の
少
な
い
「
戯
れ
歌
」
が
歌
わ
れ
る
。

• 

御
坊
祭
の
他
の
踊
り
歌
（
戯
瓢
踊
の
歌
、
雀
踊
の
歌
）
と
の
共
通
の
特
徴

・ 

節
付
け
化
の
分
類
基
準
Ｓ
、
Ｙ
Ｓ
、
Ｒ
、
Ｙ
Ｍ
、
Ｍ
Ｏ
、
Ｍ
の
要
素
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

で
独
自
性
を
示
し
て
用
い
て
は
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
要
素
を
混
ぜ
て
踊
り
歌
を
作
り
あ
げ

て
い
る
。

オ　

奴
踊
の
振
り
に
つ
い
て

　

奴
踊
も
他
の
踊
り
と
同
様
、
ナ
ン
バ
振
り
で
踊
ら
れ
て
い
る
。

三　

雀
踊　
　
　

　

分
析
資
料
：
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

  

御
坊
市
文
化
遺
産
活
用
事
業
実
行
委
員
会
『
平
成
二
十
三
年
度
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
観

光
振
興
・
地
域
活
性
化
事
業 

和
歌
山
県
御
坊
市
小
竹
八
幡
神
社
秋
季
祭
礼
及
び
そ
の
奉
納

踊
映
像
記
録
作
成
事
業
『
和
歌
山
県
無
形
民
俗
文
化
財　

御
坊
下
組
の
雀
踊　

伝
承
編
』

平
成
二
十
四
年
三
月

踊
り
の
編
成

※ 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
演
者
の
構
成
は
、
伝
承
用
の
記
録
作
成
の
た
め
の
も
の
で
、
祭
り
で
の
編
成
と

は
異
な
る

　
　

踊
り
手
：  

四
つ
太
鼓
、
獅
子
舞
、
幟
等
に
係
わ
る
若
中
を
除
く
下
組
メ
ン
バ
ー
と
子
供

と
女
性
希
望
者
（
保
存
会
会
員
）【
三
十
人
か
ら
四
十
人
が
踊
っ
た
記
録
が
あ
る
】

　
　

謡　

方
： 

音
頭
取
り
（
詞
章
の
書
か
れ
た
扇
子
を
持
っ
て
歌
う
）【
男
性
二
人
か
ら
三
人

の
記
録
が
あ
る
】

　
　

囃
子
方
：   

太
棹
三
味
線
（
男
性
二
人
か
ら
三
人
の
記
録
が
あ
る
が
、
現
在
は
、
女
性
も
加

わ
る
よ
う
に
な
り
、
細
棹
の
三
味
線
を
使
用
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
）

下
組
雀
踊
の
音
楽
的
な
表
現
と
し
て
の
「
詞
章
と
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て

　

下
組
雀
踊
の
構
成
は
、「
入
場
→
本
踊
り
→
踊
り
納
め
」
で
あ
る
。
踊
り
の
隊
形
は
、
奴
踊

と
同
様
、
中
央
に
謠
方
と
囃
子
方
が
位
置
し
、
そ
の
ま
わ
り
を
踊
り
連
中
が
踊
り
な
が
ら
、

「
入
場
」
し
円
陣
を
作
る
。

　

こ
こ
で
は
、
本
踊
り
部
分
の
「
詞
章
の
節
付
け
化
の
方
法
」
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

雀
踊
の
詞
章
の
節
付
け
化
も
、
先
に
「
節
付
け
化
の
分
類
基
準
」
と
し
て
示
し
た
、
次
の
基

準
で
分
類
し
た
。
表
４
―
５
は
、
そ
の
一
覧
で
あ
る
が
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
資
料
の
分
析
で
あ
り
、
映

像
資
料
と
の
関
係
で
ま
と
め
て
い
る
部
分
が
多
い
。

　

節
付
け
化
の
分
類
基
準　

　
　

Ｓ　

：
せ
り
ふ
調
（
文
句
調
）

　
　

Ｙ
Ｓ
：
抑
揚
の
つ
い
た
せ
り
ふ

　
　

Ｒ　

：
せ
り
ふ
調
で
あ
る
が
、
こ
と
ば
を
リ
ズ
ム
（
拍
節
）
に
た
た
き
込
む 　

　
　

Ｙ
Ｍ
：
抑
揚
的
旋
律

　
　

Ｍ
Ｏ
： 

歌
の
よ
う
な
節
付
け
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
音
の
高
低
に
節
付
け
的
な
要
素　

を
認
め
ら
れ
る

　
　

Ｍ　

：
歌
の
よ
う
な
旋
律

　

ま
た
、
三
味
線
の
踊
り
と
踊
り
歌
の
伴
奏
と
し
て
の
重
要
な
働
き
を
見
る
た
め
に
、
三
味

線
担
当
の
フ
レ
ー
ズ
の
後
に
、
＊
１
か
ら
＊
７
ま
で
の
番
号
を
付
け
、
そ
の
フ
レ
ー
ズ
の
役

割
を
観
察
し
た
。
な
お
、〈　

〉
付
き
は
、
そ
の
変
形
を
示
し
て
い
る
。
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表
４
ー
５
か
ら
観
察
さ
れ
た
下
組
雀
踊
の
音
楽
表
現
の
特
徴

• 
踊
り
歌
の
構
成
は
、
六
部
に
分
け
ら
れ
る
。

• 

一
部
は
、
序
章
的
な
部
分
で
、
奴
踊
と
は
異
な
る
詞
章
で
あ
る
が
、「
祝
い
歌
」
が
歌
わ
れ
る
。

• 

二
部
は
、
男
女
の
物
語
が
三
つ
の
句
で
歌
わ
れ
る
。

• 

三
部
は
、
下
組
に
伝
わ
る
歌
本
で
は
「
合
の
部
」
と
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
筆
者

は
、
三
部
で
何
回
も
繰
り
返
さ
れ
る
「
囃
し
こ
と
ば
」
の
違
い
に
注
目
し
て
、
前
半
と
後
半

に
分
け
て
整
理
し
た
。　
　

• 

四
部
は
、
歌
本
で
「
四
季
之
部
」
と
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
、
春
夏
秋
冬
の
自
然
を
歌
っ

た
四
句
で
あ
る
。　
　
　

• 

五
部
は
、
歌
本
で
「
其
後
の
春
部
」
と
記
さ
れ
た
部
分
で
、「
春
に
、
桜
の
花
を
鑑
賞
し
な

が
ら
踊
り
を
楽
し
も
う
」
と
歌
っ
て
い
る
。

• 

六
部
は
、
小
竹
八
幡
神
社
の
御
坊
祭
を
歌
い
、
踊
り
納
め
て
い
る
。

• 

雀
踊
は
、
奴
の
衣
装
で
踊
ら
れ
、
奴
踊
の
一
種
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
雀
踊
歌
に
も
奴

踊
歌
の
中
間
部
に
歌
わ
れ
る
、
囃
し
こ
と
ば
や
音
頭
取
り
と
踊
り
手
の
掛
け
合
い
の
要
素
が

多
い
詞
章
が
あ
り
、
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
奴
踊
歌
の
詞
章
に
特
徴
的
な

「
戯
れ
歌
」
の
詞
章
は
歌
わ
れ
な
い
。

• 

奴
踊
歌
に
見
ら
れ
た
、
歌
の
は
じ
め
と
終
わ
り
に
「
祝
い
歌
」
の
詞
章
を
歌
う
こ
と
は
、

雀
踊
歌
に
も
み
ら
れ
、
歌
の
は
じ
め
で
は
「
祝
い
歌
」
の
詞
章
を
、
終
わ
り
で
は
御
坊
祭
を

歌
っ
て
、
祝
い
の
内
容
を
表
現
し
て
い
る
。

• 

三
味
線
の
単
独
で
奏
さ
れ
る
フ
レ
ー
ズ
に
つ
い
て

・ 

三
味
線
の
「
前
奏
」
や
「
間
奏
」、「
段
落
奏
と
も
い
え
る
後
奏
」
に
視
点
を
当
て
る
と
、

踊
り
歌
の
構
成
と
三
味
線
の
役
割
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

• 

表
４
―
５
で
は
、
三
味
線
が
単
独
で
奏
さ
れ
る
部
分
に
、
＊
１
か
ら
＊
７
の
番
号
を
付
け

た
。
こ
の
中
で
、
＊
２
と
〈
＊
２
〉、
そ
れ
に
＊
３
と
〈
＊
３
〉
の
三
味
線
は
、
前
奏
的
、

間
奏
的
、
接
続
的
（
つ
な
ぎ
）、
段
落
的
な
役
目
を
果
た
し
、
長
い
詞
章
を
音
楽
的
に
六
部

に
ま
と
め
て
い
る
。
次
に
、
＊
１
か
ら
＊
７
の
役
目
を
ま
と
め
る
。

　

＊
１
：
序
章
的
性
格
の
一
部
で
の
み
用
い
ら
れ
る
。

　

＊ 

２
と
〈
＊
２
〉
：
＊
２
は
、
二
部
四
部
で
各
句
の
前
奏
の
役
目
を
果
た
す
。
四
部
と
五

部
で
は
、
＊
２
に
続
く
「
ハ
ー　

ソ
ー
コ
デ　

セ
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
イ
」
と
と
も
に
前
奏
の

役
目
と
な
る
。
ま
た
、
三
部
で
は
、〈
＊
２
〉
は
短
く
変
形
し
て
段
落
か
ら
続
く
前
奏
の

役
目
、
＊
２
は
段
落
と
の
つ
な
ぎ
の
役
目
を
果
た
す
。

　

＊ 

３
と
〈
＊
３
〉
：
一
部
で
は
、〈
＊
３
〉
に
変
形
し
て
段
落
の
役
目
。
二
部
と
四
部
で

は
、
＊
３
に
続
く
「
ハ
ー
ヤ
ッ 

ト
ー
セ
ー
ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ
）
と
と
も
に
段
落
の
役
目
。

　

＊
４
と
＊
５
：
四
部
の
間
奏

　

＊
６
と
＊
７
：
六
部
の
間
奏
で
あ
る
。

• 

踊
り
の
テ
ン
ポ
は
、
一
部
の
踊
り
始
め
で
は
非
常
に
ゆ
っ
く
り
踊
ら
れ
る
が
、
終
わ
り
に

向
か
っ
て
少
し
速
く
な
り
、
終
わ
り
の
六
部
で
は
、
ゆ
っ
く
り
と
な
り
踊
り
納
め
ら
れ
る
。

　

途
中
、
三
味
線
の
＊
２
と
＊
３
が
微
妙
な
テ
ン
ポ
の
違
い
を
奏
し
、
＊
３
で
は
、「
わ
ず
か

に
ゆ
っ
く
り
奏
さ
れ
て
フ
レ
ー
ズ
の
段
落
感
」
が
感
じ
ら
れ
、
＊
２
で
は
「
元
の
速
さ
に
戻

っ
て
フ
レ
ー
ズ
の
出
発
感
」
が
感
じ
ら
れ
た
。
音
楽
用
語
で
の
速
度
記
号
「
リ
タ
ル
ダ
ン
ド
」

と
「
ア　

テ
ン
ポ
」
の
よ
う
に
極
端
で
は
な
い
が
、
筆
者
は
こ
う
し
た
表
現
に
注
目
し
て
、

雀
踊
歌
を
考
察
し
た
。

雀
踊
の
振
り
に
つ
い
て

・
雀
踊
も
戯
瓢
踊
や
奴
踊
と
同
様
、
ナ
ン
バ
振
り
で
踊
ら
れ
る
。
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詞　　章 三味線 節付け化 
の方法

一
部

【三味線】 ＊1
【音　頭】めでたのや Ｍ
【三味線】 ＊1
【音　頭】千代に八千代に　巌となる Ｍ
【三味線】 〈＊３〉

二
部

【音　頭】逢いみての Ｍ
【踊り手】（ハーヤッ） Ｒ
【音　頭】後の心に　くらぶれば　合わせ鏡の　顔と顔 Ｍ
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨーイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【音　頭】わが姿見の　影ならで　　心も知らず　黒髪の Ｍ
【音　頭】乱れて今朝の　鏡台の Ｍ
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨーイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【音　頭】うつろう　ものは　世の中に　人の心の　花の露 Ｍ
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨーイ） Ｒ

三
部
前
半

【三味線】 〈＊2〉
【音　頭】雀でせい Ｙ
【踊り手】（ハー　ガッー　テーン　ジャー　　　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　　ハリショ　ヨイショ　　サーサー
ノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセーヨーイヨイ） Ｒ

【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　　ハリショ　ヨイショ　　サーサー
ノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 〈＊2〉
【音　頭】千鳥でせい Ｙ
【踊り手】（ハー　ガッー　テーン　ジャー　　　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ

【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　　ハリショ　ヨイショ　　サーサー
ノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセーヨーイヨイ） Ｒ

【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　　ハリショ　ヨイショ　　サーサー
ノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

三
部
後
半

【三味線】 〈＊2〉
【音　頭】柳でせい Ｙ
【踊り手】（ハー　ガッー　テーン　ジャー　　　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 〈＊2〉
【音　頭】奴でせい Ｙ
【踊り手】（ハー　ガッー　テーン　ジャー　　　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【踊り手】（ハリショ　ヨイショ　サーサーノヤッ　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

詞　　章 三味線 節付け化 
の方法

四
部

【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【音　頭】春は霞に　山もおぼろに　薄げはい Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊４
【音　頭】雲を見まごう　吉野の桜と　知れよかし Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊５
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【音　頭】夏は　卯の花　ほとと　ぎす鳴く　きぎす鳴く Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊４
【音　頭】野辺の　かわずが　よしある　昔を　想われて Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊５
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【音　頭】秋は　さお鹿　おのが　末々　妻を恋う Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊４
【音　頭】紅葉　ふみわけ　鳴く音を　哀れと　知れよかし Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊５
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【音　頭】冬は　霜夜に　雪や　あられや　みぞれ降る Ｍ
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊４

【音　頭】鴛鴦（おし）の　妻恋う　柳に　白鷺　　冬枯れ
て Ｍ

【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】 ＊５
【三味線】 ＊３
【踊り手】（ハーヤッ　　トーセー　ヨーイヨイ） Ｒ

五
部

【三味線】 ＊2
【踊り手】（ハー　ソーコデ　セー　ヨーイヨイ） Ｒ
【音　頭】春は　四方の　山 に々 Ｍ
【音　頭】花は　み吉野　なあああ　あああ　ああ Ｍ
【踊り手】（イヤ） Ｒ
【音　頭】ちらちら　ちらちら　ちらちらと　楽しみの　その中で Ｍ
【音　頭】我らが　ようなる　大浮かれ者 Ｍ
【踊り手】（コラショイ） Ｒ
【音　頭】勇みに　勇んで　踊りましょう Ｍ
【踊り手】（ヨーイヨイ） Ｒ

六
部

【音　頭】ところは　名におう　小竹の宮 Ｍ
【踊り手】（コラショイ） Ｒ
【音　頭】民も　安全　神を　いさめの　神楽の　太鼓と Ｍ
【踊り手】（諸共にー　ヨーイヨイ） Ｒ
【三味線】散 ＊６
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】散 ＊６
【踊り手】（ドッコイ） Ｒ
【三味線】段切 ＊７

【音　頭】いざや　騒ぎや　あら　面白や　世々の　
楽しみ Ｍ

三味線のみの演奏部分では、旋律の違いを＊1～＊７で示
す。なお、〈　〉は、その変形を示す

表4-5　下組の雀踊　　詞章節付け化の一覧
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四　

獅
子
舞

　

獅
子
舞
は
九
組
す
べ
て
が
奉
納
す
る
芸
能
で
あ
り
、
各
組
「
屋
台
」
を
有
す
る
。

　

九
組
の
獅
子
舞
は
、
い
ず
れ
も
獅
子
の
動
き
に
一
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ
。
組
に
よ
っ

て
多
少
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
大
枠
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

１
獅
子
が
山
か
ら
降
り
て
く
る
。

２  

周
辺
を
散
歩
し
、
寝
た
り
起
き
た
り
と
遊
ん
で
い
る
と
蝶
々
な
ど
を
見
つ
け
る
（
組
に
よ

っ
て
は
蝶
々
を
見
つ
け
て
食
べ
る
）。

３ 

猟
師
に
見
つ
か
り
鉄
砲
で
打
た
れ
て
暴
れ
る
（
組
に
よ
っ
て
は
神
に
い
さ
め
ら
れ
、
山
へ

帰
る
）。

①　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

②

　
③　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　

獅
子
の
基
本
的
な
動
作
は
、
①
舞
場
の
四
方
を
歩
く
、
②
前
進
・
後
退
の
動
き
、
③
舞
場

中
央
か
ら
後
ず
さ
り
す
る
と
い
っ
た
場
所
の
移
動
を
伴
う
も
の
、
④
頭
を
含
め
体
全
体
を
左

右
に
倒
す
、
寝
転
ぶ
、
立
ち
上
が
る
と
い
っ
た
そ
の
場
で
行
う
動
き
と
が
あ
り
、
一
連
の
ス

ト
ー
リ
ー
の
中
で
そ
れ
ら
の
動
作
を
組
み
合
わ
せ
て
舞
う
（
４
―
52
）。

楽
器

　

各
組
と
も
、
獅
子
舞
に
は
笛
一
人
（
春
日
組
は
二
人
）、

「
デ
ッ
ツ
ク
」「
デ
ン
ツ
ク
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
締
太
鼓

一
人
、
太
鼓
一
人
で
構
成
さ
れ
る
。
笛
は
六
孔
の
篠
笛

を
使
用
し
、
自
作
し
た
笛
や
市
販
の
笛
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
あ
る
。
締
太
鼓
と
太
鼓
は
、
獅
子
屋
台
に
設
置
さ
れ

て
打
た
れ
る
（
４
―
53
）。 

　

御
坊
祭
の
獅
子
舞
で
は
、
伴
奏
楽
器
が
三
種
類
、
演

奏
者
も
三
人
（
春
日
組
は
四
人
）
と
小
規
模
で
あ
る
も
の
の
、
楽
器
の
役
割
が
非
常
に
重
要

で
あ
る
。
締
大
鼓
、
太
鼓
は
一
定
の
速
度
で
打
ち
、
後
半
に
な
る
と
速
度
を
速
め
て
打
つ
な

ど
獅
子
舞
全
体
の
テ
ン
ポ
を
担
う
。

　

一
方
、
笛
は
獅
子
と
同
じ
く
舞
場
の
中
に
入
り
、
獅
子
の
傍
に
寄
り
添
い
な
が
ら
吹
く
。

組
に
よ
っ
て
は
、
獅
子
が
笛
に
合
わ
せ
て
動
く
、
も
し
く
は
笛
が
獅
子
に
合
わ
せ
て
吹
く
と

い
わ
れ
、
東
薗
組
の
よ
う
に
獅
子
の
舞
い
手
と
笛
奏
者
の
組
み
合
わ
せ
を
固
定
し
た
ペ
ア
で

必
ず
舞
う
な
ど
、
獅
子
の
動
き
と
笛
は
密
接
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

笛
の
旋
律
パ
タ
ー
ン

　

獅
子
舞
の
笛
に
は
、「
道
中
（
笛
）」「
ゴ
シ
ャ
ク
」
の
よ
う
に
名
称
の
つ
い
た
曲
目
と
、
組

に
よ
っ
て
は
「
寝
る
時
の
笛
」「
起
き
る
時
の
笛
」
の
よ
う
に
固
有
の
名
称
は
な
く
獅
子
の
動

き
で
表
現
さ
れ
る
曲
が
あ
る
。
九
組
す
べ
て
の
笛
の
旋
律
パ
タ
ー
ン
を
分
析
す
る
と
、
次
の

4-52　基本となる獅子の動き

4-53　締大鼓と太鼓
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よ
う
な
構
成
に
分
類
で
き
る
（
表
４
―
６
）。

　

旋
律
の
音
型
は
組
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
旋
律

の
ま
と
ま
り
で
分
類
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
ａ
か
ら
ｆ
ま
で
の

旋
律
パ
タ
ー
ン
を
獅
子
の
動
き
と
合
わ
せ
て
、
各
組
の
獅
子
舞

に
つ
い
て
整
理
す
る
（
表
４
―
７
～
４
―
９
）。

【
中
組
】

　

中
組
で
は
、「
走
る
笛
」「
道
中
笛
」「
寝
る
笛
」「
起
き
る

笛
」「
ゴ
シ
ャ
ク
」「
終
わ
る
笛
」
で
構
成
さ
れ
る
。
笛
は
終
始
ゆ
っ
た
り
と
し
た
テ
ン
ポ
で

吹
か
れ
る
。
獅
子
の
前
進
・
後
退
の
動
作
が
二
回
あ
り
、
前
進
す
る
直
前
で
笛
と
太
鼓
、
締

太
鼓
の
テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
。
後
退
し
終
わ
っ
て
四
方
を
一
周
す
る
直
前
、
楽
器
の
テ
ン
ポ

が
元
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
速
度
に
徐
々
に
戻
り
、「
道
中
笛
」（
旋
律
ｃ
）
の
旋
律
へ
移
行
す

る
。
中
組
で
「
終
わ
る
笛
」
と
呼
ば
れ
る
旋
律
は
、「
道
中
笛
」
の
旋
律
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

と
考
え
ら
れ
る
。
笛
の
旋
律
構
成
は
九
組
の
中
で
最
も
多
く
み
ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
を
用
い
て

お
り
、
笛
の
旋
律
の
装
飾
が
少
な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

現
在
の
よ
う
に
、
奉
納
時
間
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
頃
は
寝
る
部
分
を
長
め
に
し
、
四

方
を
二
周
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
。
中
組
の
獅
子
舞
の
特
徴
は
、
メ
リ
ハ
リ

の
少
な
い
舞
い
方
で
、
常
に
頭
が
動
い
て
い
る
雌
獅
子
の
舞
い
方
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、

奉
納
の
途
中
に
胴
幕
の
中
で
舞
手
が
前
後
入
れ
替
わ
る
と
い
っ
た
動
作
が
含
ま
れ
る
。

【
濱
之
瀬
組
】　

　

濱
之
瀬
組
で
は
四
方
の
時
の
曲
を
「
ワ
タ
リ
笛
」
と
呼
ぶ
。
濱
之
瀬
組
の
笛
は
全
体
的
に

テ
ン
ポ
が
速
く
、
舞
始
め
か
ら
組
の
人
た
ち
に
よ
る
手
拍
子
が
入
る
な
ど
軽
快
な
獅
子
舞
で

あ
る
。
獅
子
が
前
進
す
る
際
、
楽
器
の
テ
ン
ポ
が
速
く
な
る
の
は
他
の
組
と
同
じ
で
あ
る
が
、

他
の
組
の
よ
う
に
テ
ン
ポ
が
緩
や
か
に
変
化
す
る
の
で
は
な
く
、「
ワ
タ
リ
笛
」（「
道
中
」
の

表4-7　芸態と旋律構成
笛の旋律パターン

獅子の動き 中組 濱之瀬組 下組 紀小竹組 御坊町 名屋組 上組
①舞い手が獅子の中に入る ａ ａ ａ ａ ａ ａ ａ

②前進・後退 ｂ ｂ ｂ ｂ（前進） 
ｄ（後退） ｂ ｂ ｂ

③　四方を一周した後、舞場中
央に移動 ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ

④　寝たり起きたりをくり返す
（頭を左右に振る） ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ

⑤後ろに下がる ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ

⑥前進・後退 ｂ ｂ ｂ ｂ（前進） 
ｄ（後退） ｂ ｂ ｂ 

（テンポ速くなる）
⑦　四方を一周して、舞場中央

に移動 ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ

⑧体全体を左右に倒す ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ ｅ

⑨後ろに下がる ｄ ｄ ｄ ｄ ｄ 
（テンポ速くなる）

ｄ 
（テンポ速くなる）

ｄ 
（テンポ速くなる）

⑩屋台の前で体を激しく振る ｂ ｂ ｂ
⑪　前進・後退（テンポ速くな

る） ｂ ｂ ｂ ｂ（前進） 
ｃ（後退） ｂ ｂ

⑫　四方を一周して、舞場中央
に移動 ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ ｃ

⑬　正面（または左右にも）頭
（体）を下げて礼 ｃ’ ｃ ｆ ｆ ｆ ｆ ｆ

表4-6　笛の旋律パターン
ａ 始まり（導入）
ｂ 前後の動き
ｃ 「道中」笛
ｄ 後ずさり
ｅ 「ゴシャク」
ｆ 終わり（「御礼」）
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旋
律
ｃ
）
に
入
る
と
急
速
に
テ
ン
ポ
を
落
と
し
て
元
の
速
さ
へ
と
戻
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

ま
た
、
濱
之
瀬
組
に
は
「
御
礼
」（
旋
律
ｆ
）
が
付
か
ず
、「
ワ
タ
リ
笛
」
の
ま
ま
最
後
に

三
つ
の
音
が
伸
ば
さ
れ
て
終
わ
る
。

　

四
方
を
一
周
す
る
の
が
二
回
と
他
の
組
よ
り
少
な
く
（
東
薗
組
も
二
回
）、
そ
の
分
④
の
舞

場
中
央
で
、
立
ち
あ
が
っ
た
獅
子
が
頭
を
前
後
に
ひ
ね
る
、
寝
転
ん
で
頭
を
左
右
に
振
る
と

い
っ
た
動
作
を
た
っ
ぷ
り
と
見
せ
る
。

　

濱
之
瀬
組
で
は
、
獅
子
舞
の
人
は
獅
子
舞
の
み
、
楽
器
の
人
は
楽
器
の
み
を
習
い
、
獅
子

舞
と
楽
器
の
両
方
を
担
う
こ
と
は
な
い
。

【
下
組
】

　

下
組
の
旋
律
構
成
は
御
坊
町
と
一
致
し
、
中
組
、
濱
之
瀬
組
と
も
似
た
構
成
で
あ
る
。「
道

中
」（
旋
律
ｃ
）
に
つ
い
て
は
中
組
の
旋
律
と
近
く
、
同
じ
く
笛
の
装
飾
音
が
少
な
い
の
が
特

徴
で
あ
る
。
下
組
の
獅
子
舞
で
は
笛
が
重
要
と
さ
れ
、
獅
子
や
太
鼓
類
は
笛
の
旋
律
に
合
わ

せ
て
い
る
。
た
だ
し
、
獅
子
が
寝
て
か
ら
動
く
際
に
は
、
笛
が
獅
子
の
動
き
に
合
わ
せ
て
フ

レ
ー
ズ
を
伸
ば
し
た
り
短
く
し
た
り
す
る
な
ど
、
獅
子
の
動
き
に
合
わ
せ
て
吹
く
箇
所
が
あ

る
。
曲
の
切
れ
目
で
は
、
笛
と
太
鼓
が
合
図
を
出
し
、
曲
の
区
切
り
を
明
確
に
す
る
。「
道

中
」
は
、
複
数
の
旋
律
の
ま
と
ま
り
を
繰
り
返
し
な
が
ら
一
曲
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

【
紀
小
竹
組
】

　

九
組
の
な
か
で
、
紀
小
竹
組
の
獅
子
舞
だ
け
に
み
ら

れ
る
特
徴
は
、
獅
子
の
動
き
が
舞
場
の
対
角
線
上
を
使

用
す
る
点
で
あ
る
。
他
の
組
は
獅
子
屋
台
の
前
か
ら
直

線
で
移
動
す
る
の
に
対
し
、
紀
小
竹
組
で
は
獅
子
屋
台

の
左
か
ら
、
斜
め
の
対
角
線
上
に
向
か
っ
て
前
進
・
後

退
の
所
作
を
お
こ
な
う
（
４
―
54
）。
獅
子
の
動
き
も
、

⑤
の
後
ろ
に
下
が
る
際
、
獅
子
頭
を
後
ろ
に
向
け
た
ま
ま
寝
る
と
い
っ
た
他
の
組
に
は
見
ら

れ
な
い
所
作
が
あ
る
。
道
中
で
は
、
獅
子
が
蝶
を
見
つ
け
る
動
き
が
あ
り
、
蝶
を
見
つ
け
て

一
度
は
逃
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
再
度
狙
っ
て
蝶
を
食
べ
る
と
い
う
箇
所
が
獅
子
の
見
せ
場
の

一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

笛
の
旋
律
パ
タ
ー
ン
で
は
、
他
の
組
は
前
進
・
後
退
の
間
は
同
じ
旋
律
（
ｂ
）
で
吹
か
れ

る
の
に
対
し
、
紀
小
竹
組
で
は
後
退
（
後
ろ
に
下
が
る
）
の
際
は
、
異
な
る
旋
律
（
ｄ
）
で

演
奏
さ
れ
る
。
ま
た
笛
の
曲
も
「
道
中
」、「
ゴ
シ
ャ
ク
」、「
走
る
時
の
笛
」、「
寝
る
時
の
笛
」

の
ほ
か
、「
蝶
々
と
戯
れ
る
笛
」、「（
鉄
砲
で
）
撃
た
れ
た
時
の
笛
」
な
ど
細
か
く
分
け
ら
れ

て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
、
笛
の
切
れ
目
（
息
継
ぎ
の
箇
所
）
が
合
図
と
な
っ
て
太
鼓
の
打

ち
方
が
変
わ
っ
た
、
獅
子
が
体
を
左
右
に
振
る
際
、
獅
子
頭
が
下
に
下
が
る
と
笛
の
音
は
高

く
な
る
等
、
獅
子
と
笛
の
関
係
性
が
深
い
。

　

紀
小
竹
組
の
獅
子
舞
は
御
坊
町
か
ら
習
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
芸
態
の
構
成
を
見
る

と
前
半
は
御
坊
町
の
構
成
と
一
致
す
る
も
の
の
、
後
半
に
な
る
と
⑩
屋
台
の
前
で
獅
子
の
体

を
激
し
く
振
る
所
作
が
な
い
な
ど
、
芸
態
の
構
成
で
は
一
致
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
獅
子
の

動
き
も
御
坊
町
の
獅
子
舞
と
異
な
る
点
が
多
く
見
ら
れ
た
。

【
御
坊
町
】

　

御
坊
町
は
、
東
上
、
東
下
、
中
上
、
中
下
、
西
上
、
西
下
、
古
寺
内
の
七
組
か
ら
な
る
。
こ

の
う
ち
、
獅
子
舞
の
奉
納
に
携
わ
る
の
は
古
寺
内
を
除
く
六
組
で
、
六
年
に
一
度
当
番
が
ま
わ

っ
て
く
る
。
た
だ
し
、
上
・
下
の
ど
ち
ら
か
が
当
番
に
当
た
る
と
、
当
た
ら
な
か
っ
た
方
は

「
助
」
と
し
て
携
わ
る
。
か
つ
て
は
当
番
が
当
た
っ
て
も
、
御
坊
町
内
の
上
手
い
人
に
獅
子
舞

を
頼
ん
で
い
た
。
御
坊
町
の
獅
子
は
雄
獅
子
の
た
め
「
荒
く
舞
う
」
と
さ
れ
る
が
、
御
坊
町
六

組
の
中
で
も
獅
子
舞
の
動
き
に
は
細
か
な
違
い
が
あ
る
。
笛
役
は
、
当
番
に
関
わ
ら
ず
御
坊
町

の
獅
子
舞
に
携
わ
っ
て
来
た
塩
﨑
家
が
毎
年
担
い
、
各
組
へ
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　

御
坊
町
は
、
四
日
宵
宮
の
日
は
町
内
の
日
高
別
院
に
て
獅
子
舞
や
戯
瓢
踊
、
奴
踊
、
四
つ

4-54　紀小竹組の獅子の動き
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太
鼓
が
行
わ
れ
、
神
社
に
お
け
る
奉
納
は
五
日
の
本
祭
の
み
で
あ
る
。
神
社
で
の
奉
納
の
際

は
時
間
の
都
合
上
、
道
中
の
部
分
を
短
く
し
た
形
で
舞
わ
れ
る
が
、
日
高
別
院
で
は
正
式
な

舞
振
り
で
奉
納
さ
れ
る
。

　

御
坊
町
の
旋
律
パ
タ
ー
ン
は
下
組
と
同
じ
構
成
か
ら
な
る
が
、
獅
子
の
動
き
で
は
後
半
の

前
進
・
後
退
が
な
く
、
⑩
屋
台
の
前
で
体
を
激
し
く
振
る
時
に
旋
律
ｂ
が
用
い
ら
れ
る
。
こ

の
部
分
か
ら
笛
、
太
鼓
類
の
テ
ン
ポ
が
上
が
り
、
そ
の
後
、
一
周
す
る
獅
子
の
動
き
も
舞
い

手
が
立
ち
上
が
っ
た
状
態
で
ま
わ
る
。
笛
の
構
成
は
下
組
と
一
致
し
、「
御
礼
」
の
旋
律
が
比

較
的
長
く
、
獅
子
は
正
面
に
向
か
っ
て
四
回
礼
を
す
る
。
こ
の
動
作
は
御
坊
町
の
み
に
み
ら

れ
る
特
徴
で
あ
る
。
笛
全
体
の
旋
律
は
中
組
、
下
組
と
近
い
が
、「
御
礼
」
の
旋
律
は
紀
小
竹

組
と
類
似
す
る
。
御
坊
町
で
は
道
中
の
獅
子
の
動
き
が
自
由
で
あ
る
た
め
、
笛
に
合
わ
せ
て

動
く
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
舞
い
手
の
表
現
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。
御
坊
町
の
笛
は
一
息

の
フ
レ
ー
ズ
が
長
く
、
技
巧
の
一
つ
と
し
て
伸
ば
し
た
音
を
締
太
鼓
に
あ
わ
せ
て
抑
揚
を
つ

け
る
吹
き
方
が
あ
る
と
い
う
。
締
太
鼓
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
は
締
太
鼓
が
一
定
の
リ
ズ
ム
パ
タ

ー
ン
を
刻
み
、
太
鼓
が
裏
拍
で
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
る
。

【
名
屋
組
】

　

構
成
は
、
下
組
、
御
坊
町
、
上
組
と
同
じ
で
あ
る
も
の
の
、
笛
の
音
が
他
の
組
に
比
べ
る

と
高
く
、
旋
律
の
音
型
は
名
屋
組
独
特
の
節
を
も
つ
。
中
組
の
よ
う
に
、
全
体
の
テ
ン
ポ
は

ゆ
っ
た
り
吹
か
れ
る
。
締
太
鼓
、
太
鼓
は
中
学
生
以
上
、
獅
子
の
舞
い
手
は
高
校
を
卒
業
し

た
若
中
（
い
ず
れ
も
男
性
の
み
）
が
担
う
。

　

名
屋
組
の
獅
子
舞
は
笛
が
誘
導
す
る
形
で
進
め
ら
れ
る
が
、「
ゴ
シ
ャ
ク
」
の
後
、
鉄
砲
で

獅
子
が
打
た
れ
る
箇
所
で
は
、
獅
子
の
頭
の
動
き
に
笛
、
締
太
鼓
、
太
鼓
が
合
わ
せ
る
。
ま

た
、
名
屋
組
で
は
獅
子
の
動
き
に
生
き
物
ら
し
さ
を
表
現
し
、
獅
子
の
動
き
自
体
に
は
細
か

な
決
ま
り
は
な
い
。
五
日
の
本
祭
で
は
舞
い
手
の
経
験
が
長
い
人
が
担
当
し
、
そ
の
次
に
上

手
な
舞
い
手
が
四
日
の
宵
宮
で
獅
子
を
舞
う
と
さ
れ
て
い
る
。

表4-8　東薗組の芸態と旋律構成
獅子の動き 笛

①舞い手が獅子の中に入る ａ

②前進・後退 ｂ

③四方を一周した後、舞場後方に移動 ｃ

④寝たり起きたりしながら頭を左右に振る ｃ

⑤後ろに下がる ｃ

⑥前進・後退 ｂ

⑦四方を一周して、舞場後方に移動 ｃ

⑧体全体を左右に倒す ｅ

⑨後ろに下がる ｃ

⑩　屋台の前で体を激しく振り、前進・後退
（テンポが速くなる） ｂ

⑪　前進・後退を繰り返す。三回目で前進し
て舞場から出ていき拝殿を回って舞場に
戻ってくる。

ｂ

⑫屋台の前から前進 ｃ

⑬笛役とともに正面、左右に頭を振って礼 ｆ

表4-9　春日組の芸態と旋律構成
獅子の動き 笛

①舞い手が獅子の中に入る ａ

②前進・後退 ｂ

③　雄獅子が右回り、雌獅子が左回りで四方
を一周した後、舞場の中央に移動 ｃ

④寝たり起きたりしながら頭を左右に振る ｃ

⑤肩車をした状態で立つ ｃ

⑥後ろに下がる ｄ

⑦雄獅子、雌獅子が交代で前進・後退 ｂ

⑧　雄獅子を先頭に二頭が並んで四方を一周
し、舞場中央に移動して寝る ｃ

⑨　体全体を左右に倒す。雌獅子が後ろに下
がる。 ｅ

⑩雄獅子が後ろに下がって寝る ｄ

⑪　雌獅子が雄獅子を起こそうとする。雄獅
子が起きないので雌獅子は舞場から出て
ゆく

ｂ

⑫　雌獅子が戻ってきて雄獅子が起きる。二
頭並んで前進・後退 ｂ

⑬二頭並んで前進 ｃ

⑭正面に頭（体）を下げて礼 ｆ
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【
東
薗
組
】

　

東
薗
組
で
は
、
四
方
を
歩
く
時
の
曲
を
「
タ
ド
リ
」
と
呼
ぶ
。
他
に
も
舞
場
の
中
央
で
寝

る
仕
草
の
時
は
「
キ
リ
カ
エ
」、
前
進
す
る
時
は
「
ヨ
ウ
マ
イ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
東
薗
組
独
自
の

曲
名
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

調
査
時
の
笛
役
は
女
性
。「
道
中
」（
旋
律
ｃ
）
の
音
型
は
中
組
や
上
組
、
御
坊
町
の
音
型

と
東
薗
組
独
特
の
音
型
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
獅
子
の
動
き
も
独
特
で
、

③
の
四
方
を
一
周
し
た
後
、
他
の
組
は
す
ぐ
に
舞
場
の
中
央
を
向
く
の
に
対
し
、
東
薗
組
の

獅
子
は
獅
子
屋
台
の
方
を
し
ば
ら
く
向
く
（
表
４
―
８
）。
ま
た
、
舞
い
手
二
人
が
胴
幕
の
中

で
肩
車
を
し
た
状
態
（「
二
階
」
と
呼
ぶ
）
に
な
る
の
が
特
徴
で
、
こ
の
よ
う
な
所
作
を
伴
う

の
は
東
薗
組
と
上
組
、
春
日
組
だ
け
で
あ
る
。
東
薗
組
は
中
組
か
ら
獅
子
舞
を
習
っ
た
と
言

わ
れ
る
が
、
中
組
の
獅
子
は
二
階
に
は
な
ら
な
い
点
や
、
笛
の
構
成
も
異
な
る
な
ど
類
似
点

は
な
い
が
、
笛
の
旋
律
に
下
組
や
中
組
と
共
通
性
が
み
ら
れ
、
そ
こ
に
東
薗
組
独
特
の
旋
律

が
挿
入
さ
れ
る
な
ど
組
の
独
自
性
が
見
受
け
ら
れ
る
。
笛
の
旋
律
に
お
い
て
は
装
飾
が
多
く

含
ま
れ
る
の
が
特
徴
的
で
、
獅
子
が
舞
場
中
心
に
向
か
っ
て
前
進
・
後
退
す
る
際
に
吹
か
れ

る
旋
律
ｂ
に
も
装
飾
が
含
ま
れ
る
。
こ
の
箇
所
で
は
、
他
の
組
は
一
音
に
よ
る
打
音
の
繰
り

返
し
が
多
い
が
、
東
薗
組
の
よ
う
に
装
飾
を
含
め
る
組
は
め
ず
ら
し
い
。
ま
た
、
東
薗
組
の

締
太
鼓
は
獅
子
屋
台
に
固
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
片
手
で
太
鼓
を
お
さ
え
な
が
ら

打
つ
た
め
、
片
バ
チ
で
打
た
れ
る
。

【
春
日
組
】

　

春
日
組
は
九
組
の
中
で
唯
一
夫
婦
獅
子
が
奉
納
さ
れ
る
。
二
頭
の
獅
子
そ
れ
ぞ
れ
に
笛
が
つ

き
、
春
日
組
で
は
笛
役
を
女
性
が
務
め
る
（
４
―
55
）。
春
日
組
の
獅
子
舞
は
、
他
の
組
の
獅

子
舞
を
参
考
に
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
獅
子
を
作
っ
た
と
さ
れ
、
獅
子
の
動
き
は
他
の
組
と
異
な

る
部
分
が
多
い
。
舞
い
手
が
胴
幕
の
中
で
肩
車
し
た
状
態
で
獅
子
を
立
て
る
（
東
薗
組
の
二
階

に
相
当
）、
雄
獅
子
が
寝
て
し
ま
い
雌
獅
子
が
途
中
で
舞
場
か
ら
出
て
い
く
な
ど
、
春
日
組
の

獅
子
は
所
作
の
変
化
で
魅
せ
る
要
素
が
多
い
。
さ
ら
に
、
雄

獅
子
と
雌
獅
子
で
動
き
に
差
を
つ
け
て
お
り
、
雄
獅
子
の
方

が
激
し
い
舞
振
り
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
二
頭
の
獅
子
が

同
じ
動
き
を
す
る
部
分
と
、
別
々
の
動
き
を
す
る
部
分
を
分

け
て
構
成
さ
れ
る
。

　

基
本
と
な
る
笛
の
旋
律
パ
タ
ー
ン
は
「
道
中
」（
旋
律

ｃ
）
が
多
用
さ
れ
る
（
表
４
―
９
）。
春
日
組
で
は
笛
役
が

二
人
付
く
た
め
、
同
じ
旋
律
を
合
わ
せ
て
吹
く
と
い
う
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。「
ゴ
シ
ャ
ク
」
の
旋
律
は
御
坊
町
の
旋

律
と
近
く
、
音
楽
面
に
お
い
て
は
共
通
性
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
春
日
組
で
は
獅
子
の

動
き
が
複
雑
な
の
に
対
し
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
型
は
シ
ン
プ
ル
な
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て
打

た
れ
る
。

【
上
組
】

　

上
組
は
、「
道
中
笛
（
ワ
タ
リ
笛
と
も
呼
ぶ
）」「
ゴ
シ
ャ
ク
」「
寝
る
笛
」
の
ほ
か
、
か
つ
て

は
神
社
か
ら
戻
る
際
に
奏
さ
れ
た
「
戻
り
笛
」
と
い
う
曲
が
あ
っ
た
と
い
う
。
上
組
の
獅
子

は
、
笛
に
合
わ
せ
て
舞
わ
れ
る
が
、
笛
は
太
鼓
類
の
リ
ズ
ム
や
速
度
に
合
わ
せ
て
吹
か
れ
る
た

め
、
特
に
締
太
鼓
の
一
定
の
リ
ズ
ム
が
重
要
で
あ
る
。
習
う
順
番
も
、
最
初
に
笛
を
習
い
、
そ

の
後
で
締
太
鼓
や
太
鼓
を
習
う
。
太
鼓
、
笛
と
も
に
基
本
の
演
奏
パ
タ
ー
ン
が
決
め
ら
れ
て
い

る
も
の
の
、
そ
こ
に
装
飾
な
ど
の
色
を
付
け
る
の
は
奏
者
の
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
。

　

笛
の
旋
律
は
、
御
坊
町
や
下
組
と
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、「
ゴ
シ
ャ
ク
」（
旋
律
ｅ
）

で
は
御
坊
町
の
「
ゴ
シ
ャ
ク
」
と
近
く
、
上
組
の
締
太
鼓
は
非
常
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
打
た
れ
、

そ
の
テ
ン
ポ
に
笛
と
太
鼓
が
ピ
ッ
タ
リ
と
合
う
。
特
に
、
笛
の
指
孔
を
押
さ
え
る
タ
イ
ミ
ン

グ
と
締
太
鼓
が
打
た
れ
る
瞬
間
は
獅
子
の
動
き
と
揃
う
な
ど
、
楽
器
と
獅
子
の
動
き
と
の
関

係
性
が
深
い
。

4-55　春日組の夫婦獅子
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囃
子
の
リ
ズ
ム
と
旋
律

　

獅
子
舞
の
囃
子
に
は
、
複
数
の
組
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
定
型
リ
ズ
ム
と
旋
律
が
あ
る
。

笛
の
細
か
な
装
飾
音
は
各
奏
者
に
よ
っ
て
自
由
に
付
け
ら
れ
る
「
色
」
の
部
分
に
あ
た
る
た

め
、
こ
こ
で
は
旋
律
の
骨
組
み
を
と
り
あ
げ
て
、
御
坊
祭
に
み
ら
れ
る
獅
子
笛
の
特
徴
に
つ

い
て
述
べ
る
。

　

ま
ず
獅
子
が
四
方
を
歩
く
際
に
吹
か
れ
る
「
道
中
（
笛
）」
の
旋
律
を
み
る
と
、
譜
４
―
１

の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
音
の
数
は
七
音
と
い
う
組
が
多
く
、
中
組
で
は
「
ソ
ラ
シ
レ
ミ
フ
ァ

ソ
ラ
」
と
い
う
音
で
旋
律
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
笛
の
音
の
高
さ
は
組
に
よ
っ
て
異
な
る
た

め
使
用
さ
れ
る
音
は
必
ず
し
も
こ
の
七
音
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
道
中
笛
で
用
い

ら
れ
る
の
は
譜
４
―
１
の
音
型
を
使
用
す
る
組
が
多
い
。
道
中
笛
は
、
獅
子
が
舞
場
の
四
方

を
歩
く
際
に
吹
か
れ
る
曲
で
、
獅
子
舞
の
奉
納
の
中
で
も
っ
と
も
長
く
吹
か
れ
る
曲
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
比
較
的
長
い
フ
レ
ー
ズ
を
リ
ズ
ム
や
装
飾
な
ど
で
変
化
を
つ
け
て
繰
り
返
し
吹

か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
フ
レ
ー
ズ
の
始
ま
り
は
、
使
用
さ
れ
る
音
型
の
中
で
最
も
高
い

音
を
一
拍
分
吹
き
、
そ
の
次
に
完
全
四
度
下
の
音
へ
と
移
行
す
る
パ
タ
ー
ン
が
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
譜
４
―
２
の
二
小
節
目
や
四
小
節
・
五
小
節
目
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
ミ
ソ
ラ
ソ
ラ

ソ
ラ
」
や
「
ミ
ソ
ミ
レ
ミ
ソ
ミ
レ
シ
」
と
い
う
上
行
・
下
行
の
音
型
が
曲
全
体
を
通
し
て
多

用
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
道
中
笛
の
リ
ズ
ム
型
で
は
、
譜
４
―
２
の
六
小
節
目
や
八
小

節
目
、
十
小
節
目
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
拍
の
頭
を
休
符
に
し
て
裏
拍
か
ら
吹
き
始
め
る
リ

ズ
ム
パ
タ
ー
ン
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　

締
太
鼓
と
太
鼓
は
す
べ
て
の
組
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
の
が
、
道
中
笛
の
間
は
締
太
鼓
が

一
定
の
リ
ズ
ム
を
刻
む
形
で
打
ち
、
獅
子
が
前
後
の
動
き
を
す
る
際
に
は
速
度
を
上
げ
て
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
打
た
れ
る
。
ま
た
「
ゴ
シ
ャ
ク
」
に
入
る
と
デ
ッ
ツ
ク
、
太
鼓
と
も
に
バ
チ
で

枠
を
擦
る
奏
法
へ
と
変
り
、
そ
れ
ま
で
拍
を
刻
ん
で
い
た
役
割
か
ら
笛
と
共
に
自
由
拍
の
演

奏
へ
と
変
化
す
る
。

ま
と
め

　

笛
の
旋
律
構
成
か
ら
考
察
す
る
と
、
下
組
、
御
坊
町
、
名
屋
組
、
上
組
が
同
じ
笛
の
旋
律

構
成
を
も
ち
、
中
組
も
こ
の
四
組
と
構
成
の
共
通
点
が
多
く
、
濱
之
瀬
組
は
「
御
礼
」（
旋
律

ｆ
）
の
部
分
を
も
た
な
い
も
の
の
、
御
坊
町
と
類
似
し
て
い
る
点
が
多
い
。
こ
れ
ら
同
じ
音

楽
構
成
を
も
つ
中
組
、
下
組
、
御
坊
町
、
上
組
、
濱
之
瀬
組
は
近
代
以
前
か
ら
薗
八
幡
宮
の

氏
子
組
の
地
区
で
あ
る
。
一
方
、
紀
小
竹
組
、
東
薗
組
、
春
日
組
の
三
組
は
構
成
が
そ
れ
ぞ

れ
に
異
な
り
、
獅
子
の
動
き
に
も
組
独
自
の
創
意
工
夫
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
新
し
い
形
態
の

獅
子
舞
を
伝
承
し
て
い
る
組
と
い
え
る
。

　

ま
た
、
獅
子
舞
の
笛
の
旋
律
や
リ
ズ
ム
を
分
析
す
る
と
、
使
用
さ
れ
る
音
の
数
や
音
型
、

リ
ズ
ム
と
い
っ
た
要
素
に
多
く
の
組
で
共
通
性
が
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
御
坊
祭
ら
し
い
笛
の

特
徴
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

譜4-１　獅子笛の音構成（音の高さは中組の例）
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譜4-2　道中笛（中組）
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四
つ
太
鼓

　

四
つ
太
鼓
の
芸
は
、
戯
瓢
踊
や
奴
踊
、
獅
子
舞
の
よ
う
な
奉
納
芸
で
は
な
く
、
余
興
の
芸

の
位
置
に
あ
る
が
、
御
坊
祭
の
中
で
は
最
も
人
気
の
あ
る
芸
能
で
あ
る
。
四
つ
太
鼓
の
芸
は

九
組
す
べ
て
が
伝
承
し
て
い
る
。
各
組
は
、
祭
り
当
日
、
よ
い
芸
を
披
露
す
る
た
め
に
、
最

も
力
を
入
れ
て
練
習
し
準
備
し
て
い
る
。

　

こ
の
項
で
は
、
四
つ
太
鼓
の
音
楽
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
筆
者
は
、
四
つ
太
鼓
に
関
し
て

は
、
先
に
三
つ
の
調
査
報
告
を
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
各
組
が
伝
承
し
て
い
る
、
道
中
で
歌

う
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
節
の
種
類
や
詞
章
、
音
頭
取
り
と
太
鼓
の
リ
ズ
ム
の
合
わ
せ
方
な
ど
を

調
べ
る
た
め
に
、
各
組
で
歌
わ
れ
る
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
節
や
代
表
的
詞
章
を
、
四
つ
太
鼓
の

リ
ズ
ム
と
と
も
に
記
録
し
た
映
像
の
報
告
で
、
二
つ
目
は
、
そ
の
記
録
調
査
で
歌
わ
れ
た
詞

章
の
す
べ
て
を
各
組
ご
と
に
整
理
し
、
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
三
つ
目
は
、
そ

の
映
像
記
録
か
ら
得
ら
れ
た
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
詞
章
や
節
の
分
析
、
お
よ
び
、
記
録
作
成
と

同
時
に
行
っ
た
聞
き
取
り
調
査
で
、
各
組
で
の
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
生
活
の
中
で
の
と
ら
え
方

や
御
坊
祭
で
の
位
置
づ
け
方
な
ど
に
つ
い
て
、
質
問
し
ま
と
め
た
も
の
の
報
告
で
あ
る
。

　

次
に
、
三
つ
の
報
告
を
掲
げ
る
。

　
　

・
伊
勢
音
頭
の
映
像
記
録

　
　

・
伊
勢
音
頭
歌
詞
の
報
告

　
　

・
伊
勢
音
頭
調
査
報
告

　

な
お
、『
御
坊
祭
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
で
も
、
コ
ラ
ム
に
「
四
つ
太
鼓
の
歌
〈
伊
勢
音
頭
〉」

と
し
て
簡
単
な
紹
介
を
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
御
坊
祭
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
〈
伊
勢
音
頭
〉
が
、
四
つ
太
鼓
と
の
合
奏
で
示
し

た
独
自
の
音
楽
的
特
徴
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

そ
の
特
徴
は
、
道
具
と
し
て
の
四
つ
太
鼓
を
担
ぎ
舁
く
（
あ
る
い
は
、「
押
す
」）
と
き
の
、

道
中
で
音
頭
取
り
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
る
〈
伊
勢
音
頭
〉
と
乗
り
子
の
叩
く
太
鼓
の
テ
ン
ポ
の

関
係
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
右
記
の
「
映
像
記
録
」
を
分
析
資
料
と
し
て
、〈
伊
勢
音

頭
〉
の
音
頭
と
り
と
太
鼓
の
テ
ン
ポ
の
関
係
を
考
察
し
た
。

　
〈
伊
勢
音
頭
〉
は
、
三
重
県
伊
勢
地
方
の
民
謡
が
全
国
的
に
広
ま
っ
て
、
祭
り
歌
や
祝
い

歌
、
仕
事
歌
、
宴
会
の
歌
な
ど
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
節
や
詞
章
に
は
、
多
く
の

変
唱
（
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
が
生
ま
れ
て
い
る
が
、
間
に
囃
さ
れ
る
「
囃
し
こ
と
ば
」
の

節
や
リ
ズ
ム
は
、
多
少
の
変
唱
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
広
く
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
呼
び
名
を
決

定
づ
け
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

本
場
の
伊
勢
地
方
で
は
、
数
種
の
〈
伊
勢
音
頭
〉
を
伝
承
し
て
い
る
が
、
全
国
的
に
歌
わ

れ
て
い
る
の
は
、
囃
し
こ
と
ば
に
は
さ
ま
れ
た
部
分
の
詩
型
が
、「
七
七
七
五
型
と
七
五
繰
り

返
し
型
」
の
二
種
で
あ
り
、
御
坊
祭
で
も
同
様
で
、
筆
者
は
、
こ
れ
ら
を
「
短
い
歌
、
長
い

歌
」
と
名
付
け
た
。

　

御
坊
祭
に
お
け
る
独
自
の
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
利
用
の
仕
方
は
、
囃
し
こ
と
ば
部
分
に
「
乗

り
子
の
リ
ズ
ム
奏
」
を
取
り
入
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

次
に
、
乗
り
子
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
奏
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
、
詞
章
の
旋
律
部
と
の

演
奏
テ
ン
ポ
の
関
係
を
見
る
た
め
に
、
短
い
歌
と
長
い
歌
の
構
成
を
表
４
―
10
に
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
表
４
―
10
で
示
し
た
各
構
成
部
分
に
Ⅰ
か
ら
Ⅶ
の
ナ
ン
バ
ー
と
［
長
］
の
名
称
を

付
し
、
そ
の
ナ
ン
バ
ー
と
名
称
を
使
っ
て
、
表
４
―
11
で
各
組
の
「
音
頭
取
り
の
歌
と
太
鼓

リ
ズ
ム
奏
の
テ
ン
ポ
の
関
係
」
を
一
覧
表
に
ま
と
め
、
四
つ
太
鼓
の
芸
で
示
さ
れ
た
独
自
性

を
観
察
し
た
。

　

な
お
、
表
４
―
11
で
示
し
た
テ
ン
ポ
は
、
各
組
の
テ
ン
ポ
の
傾
向
を
示
す
サ
ン
プ
ル
演
奏

の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
実
際
の
祭
り
の
道
中
で
歌
わ
れ
た
歌
の
デ
ー
タ
で
は
な
い
が
、
乗
り
子
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の
太
鼓
表
現
（
一
部
は
大
人
の
表
現
）
と
と
も
に
記
録
し
た
も
の
の
デ
ー
タ
で
あ
る
。
演
奏

に
よ
っ
て
は
計
測
の
難
し
い
デ
ー
タ
も
あ
っ
た
が
、
筆
者
が
「
表
現
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
」

と
し
て
「M

.M
.♩
≒

〇
〇
」
で
計
測
し
た
も
の
で
、
表
の
表
示
で
は
繁
雑
を
さ
け
て
、

「M
.M

.♩
≒

」
を
省
略
し
て
示
し
て
い
る
。

　

次
に
、
表
４
―
10
と
表
４
―
11
か
ら
見
ら
れ
た
四
つ
太
鼓
の
音
楽
的
特
徴
を
ま
と
め
る
。

※
演
奏
の
構
成

• 

「
序
」
の
あ
と
、「
Ⅰ
（
一
節
の
最
後
の
囃
し
こ
と
ば
「
ヤ
ー
ト
コ
セ
ー
・
・
」
と 

同
じ
）

→
Ⅱ
→
Ⅲ
→
Ⅳ
→
Ⅴ
→
（
長
い
歌
の
場
合
は
「
長
」
を
挿
む
）
→
Ⅵ
→
Ⅶ
→
Ⅰ
→
Ⅱ
→
・
・
」

を
繰
り
返
し
て
、「
後
」
で
終
わ
る
組
が
多
か
っ
た
が
、「
序
」
の
あ
と
の
「
Ⅰ
」
の
部
分
な

し
に
歌
い
始
め
る
組
（
紀
小
竹
組
、
御
坊
町
、
名
屋
組
）
も
あ
っ
た
。

•  

「
序
」
の
演
奏
回
数
は
、
一
回
か
ら
三
回
で
、
三
回
演
奏
の
組
が
多
か
っ
た
。 「
後
」
は
、

歌
の
節
が
数
回
繰
り
返
さ
れ
、
休
憩
に
入
る
と
き
に
演
奏
さ
れ
た
。「
後
」 

の
演
奏
回
数
は

三
回
の
組
が
多
か
っ
た
が
、
道
具
の
舁
き
手
の
合
図
で
演
奏
を
終
え
る
組
も
見
ら
れ
た
。

「
序
」
と
「
後
」
の
表
へ
の
記
入
は
、「
短
い
歌
」
の
は
じ
め
（
東
薗
組
と
春
日
組
は
「
長
い

歌
」
の
は
じ
め
）
と
「
長
い
歌
（
紀
小
竹
組
で
は
「
な
が
う
た
」
の
呼
称
が
使
わ
れ
て
い

る
）」
の
終
わ
り
に
行
っ
て
い
る
が
、「
短
い
歌
、
長
い
歌
」
の
選
曲
は
音
頭
取
り
に
任
さ
れ

て
い
る
の
で
、
必
ず
し
も
表
の
通
り
の
演
奏
で
は
な
い
。

※
演
奏
テ
ン
ポ
に
見
ら
れ
る
特
徴
に
つ
い
て

•  

〈
伊
勢
音
頭
〉
が
四
つ
太
鼓
と
の
合
奏
の
結
果
と
し
て
テ
ン
ポ
が
変
化
し
た
部
分
は
、 「
囃

し
こ
と
ば
と
太
鼓
の
間
奏
」
部
分
に
多
く
見
ら
れ
る
。

•  

ほ
と
ん
ど
テ
ン
ポ
を
変
え
な
い
組
の
演
奏
は
、
他
の
組
に
比
べ
て
、「
速 

い
」
か
「
ゆ
っ
く

り
」
か
の
演
奏
で
あ
っ
た
。

　
　

例
：
速
い
・
・
・
・
濱
之
瀬
組

　
　
　
　

ゆ
っ
く
り
・
・
下
組

•  

Ⅲ
の
「
ヨ
ー
イ
ヨ
イ
（
四
つ
太
鼓
の
間
奏
）」
や
Ⅴ
の
「
サ
ー
ヨ
ー
イ
セ
ー
コ
ー
ラ
セ 

（
四

つ
太
鼓
の
間
奏
）」
の
部
分
で
は
、
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
の
組
で
テ
ン
ポ
の
変
化

が
見
ら
れ
た
が
、
際
立
つ
要
因
と
し
て
次
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
る
。

　

ア 　

Ⅲ
や
Ⅴ
の
囃
し
こ
と
ば
に
、
子
供
に
よ
る
太
鼓
の
細
か
い
リ
ズ
ム
と
身
体
を
大
き
く

使
う
表
現
が
使
わ
れ
る
こ
と
で
生
じ
た
テ
ン
ポ
の
変
化
で
あ
り
、
音
楽
の
流
れ
を
大
き

く
と
ど
め
る
も
の
で
は
な
い
。

　

イ 　

太
鼓
の
リ
ズ
ム
を
「
ヨ
ー
イ
ヨ
イ
」
や
「
サ
ー
ヨ
ー
イ
セ
ー
コ
ー
ラ
セ
」
の
囃
し
こ

と
ば
の
歌
い
出
し
に
合
わ
せ
る
前
に
、
太
鼓
打
ち
の
拍
を
飛
び
出
さ
せ
て 

い
る
こ
と
で

生
じ
た
拍
子
の
変
化
で
あ
り
、
同
時
に
テ
ン
ポ
の
変
化
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
表
４
―

11
で
は
、
そ
う
し
た
箇
所
を
「
拍
変
」
で
示
し
て
い
る
。

　
　
　

例
：
中
組
、
紀
小
竹
組
、
御
坊
町

　

な
お
、
上
組
や
名
屋
組
、
東
薗
組
で
も
右
記
の
部
分
を
観
察
す
る
と
、
演
奏
の
リ
ズ
ム
形

は
表
に
「
拍
変
」
と
示
し
た
組
と
同
じ
で
あ
る
が
、
太
鼓
打
ち
の
拍
を
囃
し
こ
と
ば
の
歌
い

出
し
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
前
の
拍
の
中
に
組
み
込
ん
で
（in tem

po

で
）
演
奏
し
て
い
る

の
で
、
音
楽
の
流
れ
に
変
化
は
見
ら
れ
ず
「
拍
変
」
は
記
入
し
て
い
な
い
。

•  

テ
ン
ポ
の
変
化
を
生
じ
さ
せ
る
練
習
方
法

・ 

テ
ン
ポ
の
変
化
を
伴
っ
て
、
四
つ
太
鼓
の
芸
に
〈
伊
勢
音
頭
〉
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、 

御

坊
祭
の
独
自
性
で
あ
り
、
音
楽
的
特
徴
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
全
組
で
同
じ
よ
う
な
変
化

を
伴
う
表
現
が
見
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
変
化
を
生
じ
た
原
因
は
、
長
い

間
行
わ
れ
て
き
た
「
四
つ
太
鼓
の
練
習
方
法
」
に
あ
る
と
考
え
る
。
ほ
と
ん
ど
の
練
習
が
、

乗
り
子
の
太
鼓
と
演
技
の
練
習
に
当
て
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
分
割
練
習
で
あ
る
。
一
部
に

分
割
練
習
を
取
り
入
れ
な
が
ら
も
、
音
頭
に
合
わ
せ
な
が
ら
の
練
習
方
法
が
行
わ
れ
て
い
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表4-10　伊勢音頭（短い歌と長い歌）の詩型・囃しことば・太鼓のリズムの構成表
短い歌 長い歌

歌 囃しことば　　（詞章例「　」） 四つ太鼓 
のリズム テンポ例 歌 囃しことば　　（詞章例「　」） 四つ太鼓 

のリズム テンポ例

序 ヨーンヤッサイ　 序奏 ≒40 序 ヨーンヤッサイ 序奏 ≒40

Ⅰ ソーラーヤートコセー　・・・ 
ソーラーヨーイトセー 前奏 ≒60 Ⅰ ソーラーヤートコセー　・・・ 

ソーラーヨーイトセー 前奏 ≒60

Ⅱ サーヨーイサーエ　「めでため
でたの」 伴奏 ≒80 Ⅱ サーヨーイサーエ　「ここのお

家は」 伴奏 ≒80

Ⅲ ヨーイヨイ 間奏 ≒80 Ⅲ ヨーイヨイ 間奏 ≒80

Ⅳ 「若松さまよ」 伴奏 ≒80 Ⅳ 「お花の家で」 伴奏 ≒80

Ⅴ サーヨーイセーコーラセ 間奏 ≒64 Ⅴ サーヨーイセーコーラセ 間奏 ≒64

長
ソレー「父は蓮華の　花と咲き」
（中間の詞章が同じテンポで繰
り返される）

伴奏 ≒88

Ⅵ 「枝も栄えてヨーイソレ」 伴奏 ≒64 Ⅵ 「野に咲くヨーイソレ」 伴奏 ≒64

Ⅶ 「葉も茂る」 伴奏 ≒64 Ⅶ 「百合の花」 伴奏 ≒64

Ⅰ ソーラーヤートコセー　・・・ 
ソーラーヨーイトセー 間奏 ≒60 Ⅰ ソーラーヤートコセー　・・・ 

ソーラーヨーイトセー 間奏 ≒60

後 ヨーンヤッサイ 後奏 ≒40 後 ヨーンヤッサイ 後奏 ≒40

歌の部分（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ・・、［長］で表示）とテンポの記入例

表4-11　　四つ太鼓と音頭取りの歌う「伊勢音頭」の演奏テンポ表

組　名 中組 濱之瀬組 下組 紀小竹組 御坊町 名屋組 東薗組 春日組 上組

短・長
歌 短 長 短 長 短 長 短 長 短 長 短 長 長 長 短 長

序 40 88 64 52 56 未 68 52 60

Ⅰ 60 60 88 88 64 64 68 64 60 60

Ⅱ 76 76 88 88 64 64 60 60 56 56 60 60 80 60 60 60

Ⅲ 76 76 88 88 56 56 56 
拍変

56 
拍変

56 
拍変

56 
拍変 60 60 80 60 60 60

Ⅳ 76 76 88 88 56 56 60 60 56 56 60 60 80 60 60 60

Ⅴ 64 
拍変

64 
拍変 88 88 64 64 56 

拍変
56 

拍変 56 56 64 64 68 60 64 64

長 76 88 56 64 
拍変 56 64 80 64 64

Ⅵ 64 76 88 88 56 56 60 64 56 56 64 64 80 64 60 64

Ⅶ 64 76 88 88 56 56 60 64 56 56 64 64 80 64 60 64

Ⅰ 60 
拍変

60 
拍変 88 88 64 64 56 56 64 64 76 76 68 64 60 60

後 40 88 64 52 56 68 68 52 未
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れ
ば
、
多
少
の
テ
ン
ポ
の
伸
び
縮
み
が
あ
っ
て
も
、〈
伊
勢
音
頭
〉
ら
し
さ
は
全
組
で
保
た

れ
る
と
思
わ
れ
る
。

※
四
つ
太
鼓
の
芸
で
使
わ
れ
る
、
乗
り
子
の
太
鼓
と
舁
き
手
の
囃
し
こ
と
ば

　

四
つ
太
鼓
は
、
は
じ
め
に
も
述
べ
た
が
、
御
坊
祭
の
中
で
は
余
興
芸
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

最
も
人
気
の
あ
る
芸
で
、
各
組
も
祭
り
の
準
備
の
中
で
は
、
最
も
力
を
入
れ
て
練
習
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。

　

四
つ
太
鼓
に
は
、
道
中
で
歌
わ
れ
る
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
他
に
、
前
項
で
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
数
々
の
「
乗
り
子
の
太
鼓
と
舁
き
手
の
囃
し
こ
と
ば
」
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。「
ヨ
ー
ン
ヤ

ッ
サ
イ
」
や
「
サ
イ
テ
ク
リ
ョ
ウ
」、「
キ
リ
キ
リ
マ
イ
コ
」
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
四

つ
太
鼓
の
芸
を
「
見
せ
る
た
め
の
伴
奏
囃
し
こ
と
ば
」
と
い
え
る
。
人
気
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
「
伴
奏
囃
し
こ
と
ば
」
は
種
類
を
増
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
他
に
、
四
つ
太
鼓

に
関
係
な
く
、
芸
の
奉
納
を
終
え
て
地
下
に
戻
る
と
き
の
「
ラ
イ
ネ
ン
ノ
ー
」
の
囃
し
こ
と

ば
や
現
在
は
囃
さ
れ
な
く
な
っ
た
が
、「
歩あ
る
き
ぶ
れ

行
触
」
の
囃
し
こ
と
ば
「
奴
衆
出
や
っ
し
ゃ
れ
」

な
ど
、
祭
り
を
彩
る
た
め
に
、
多
く
の
囃
し
こ
と
ば
が
抑
揚
や
リ
ズ
ム
を
付
け
て
囃
さ
れ
て

き
た
。
こ
れ
ら
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
旋
律
や
リ
ズ
ム
の
基
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
祭
り

に
伴
う
「
音
楽
的
表
現
」
で
あ
り
、
そ
の
伝
承
の
記
録
は
貴
重
で
あ
る
。

※
四
つ
太
鼓
の
芸
に
見
ら
れ
る
迫
力
あ
る
表
現

　

日
本
の
民
俗
芸
能
に
は
迫
力
あ
る
表
現
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
日
本
人
好
み
の

表
現
」
と
し
て
、
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。
四
つ
太
鼓
の
芸
に
も
迫
力
あ
る
表
現
が
見

ら
れ
る
が
、
迫
力
を
求
め
る
あ
ま
り
、
乗
り
子
の
演
じ
る
視
覚
的
要
素
の
表
現
ば
か
り
が
優

先
さ
れ
、
芸
能
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
「
音
頭
（
歌
）」
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。〈
伊
勢
音
頭
〉

に
合
わ
せ
る
芸
と
し
て
存
続
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、「
音
頭
取
り
」
の
役
目
を
重
視
し
、「〈
伊

勢
音
頭
〉
と
と
も
に
あ
る
四
つ
太
鼓
の
芸
」
と
し
て
育
て
て
欲
し
い
。

※
御
坊
祭
に
お
け
る
芸
の
奉
納

　

芸
の
奉
納
は
、
神
へ
祈
り
を
届
け
る
た
め
の
「
お
供
え
物
」、
す
な
わ
ち
「
お
供
え
芸
」
で

あ
り
、
祭
り
の
準
備
や
練
習
で
の
業
の
磨
き
は
、
神
を
喜
ば
す
「
お
供
え
芸
」
の
た
め
で
あ

る
。
組
間
の
競
争
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
「
お
供
え
芸
」
を
披
露
し
合
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ
が
祭
り
に
お
け
る
芸
の
奉
納
で
あ
ろ
う
。

※
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
詞
章
に
つ
い
て

　

こ
の
項
で
は
、
は
じ
め
に
紹
介
し
た
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
三
つ
の
報
告
、『
伊
勢

音
頭
の
映
像
記
録
』
と
『
伊
勢
音
頭
歌
詞
の
報
告
』、『
伊
勢
音
頭
調
査
報
告
』
の
調
査
の
際

に
は
記
録
で
き
な
か
っ
た
詞
章
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら

は
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
節
で
歌
わ
れ
た
も
の
や
詩
と
し
て
歌
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
詞
章
の

内
容
が
御
坊
祭
の
情
景
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
三
つ
の
報
告
を
行
っ
た
調
査
の
と
き
に
、

祭
り
の
風
情
を
歌
っ
た
詞
章
に
つ
い
て
も
質
問
し
た
が
、
御
坊
町
、
東
薗
組
、
春
日
組
な
ど

の
詞
章
に
わ
ず
か
に
歌
わ
れ
て
い
た
が
、
紀
州
和
歌
山
の
名
所
や
名
産
を
読
み
込
ん
だ
も
の

を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
の
歌
詞
は
全
国
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
民
謡
の
詞
章
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
四
つ
太
鼓
の
音
頭
と
し
て
、〈
伊
勢
音
頭
〉
を
歌
い
継
い
で
ゆ
く
と
き
に
、
御
坊
や

各
組
の
土
地
柄
、
そ
し
て
御
坊
祭
の
情
景
な
ど
を
歌
っ
た
詞
章
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
と
、
御

坊
祭
の
四
つ
太
鼓
と
〈
伊
勢
音
頭
〉
が
結
び
つ
い
た
独
自
性
が
見
ら
れ
る
と
考
え
る
。
次
に
、

そ
の
い
く
つ
か
を
記
録
し
て
お
き
た
い
。

　

他
に
、
田
辺
市
の
盆
踊
り
歌
の
影
響
を
受
け
た
詞
章
も
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
　

＊
御
坊
祭
を
歌
っ
た
〈
伊
勢
音
頭
〉
の
詞
章
例

　
　

・
一
の
鳥
居
も 

歴
史
を
き
ざ
み 

社
苔
む
す 

小
竹
の
宮

　
　

・
碧
雲
高
く 

幟
を
た
て
り
ゃ 

町
に
た
だ
よ
う
秋
の
風

　
　

・
提
灯
あ
か
り
に 

円
陣
く
め
ば 

唄
っ
て
踊
る 

赤
え
ぼ
し

　
　

・
累
年
百
余
の
伝
統
ま
も
り 

今
も
生
き
て
る 

獅
子
の
芸
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・「
若
衆
い
で
ら
れ
」
と 

古
老
の
声
が 

暁
や
ぶ
り 

地
下
に
と
ぶ

　
　

・
来
客
も
て
な
す 

祭
の
馳
走
は 

甘
い
お
酒
に 

な
れ
の
す
し

　
　

・
写
る
川
面
の 

わ
が
子
の
姿 

望
み
を
た
く
し 

渡
し
舟

　
　

・
纏
も
つ
子
の 
可
愛
い
い
奴 

腰
の
巾
着 

な
お
可
愛
い
い

　
　

・
描
い
た
乗
り
子
の 
赤
く
ま
ど
り
は 

歌
舞
伎
役
者
の 

顔
に
似
る

　
　

・
赤
い
頭
巾
の 

奴
衆
が
踊
る 

宮
の
大
神 

前
に
し
て

　
　

・
白
い
装
束
で 

神
輿
を
か
つ
ぎ 

永
楽
永
楽 

ま
ち
を
練
る

　
　

・
百も
も
と
せ年
過
ぎ
て
も 

御
坊
の
ま
つ
り 
受
け
て
つ
が
れ
て 

今
の
世
に

　
　

・
背
な
の
印
が 

色
と
り
ど
り
に 
宮
の
境
内 

ま
つ
り
色

　
　

・
ン
と
押
せ
押
せ 

力
の
か
ぎ
り 

名
残
を
惜
し
む 

宮
の
芝

　
　

・
け
ほ
ん
踊
り
の 

じ
い
ち
ゃ
ん
達
は 

花
笠
頭
に 
紅
だ
す
き

　
　

・ 

疲
れ
果
て
た
か 

ね
む
け
の
ま
な
こ 

お
礼
廻
り
の 
傘
破
ち

　
　
　

な
ど

　
　

＊
田
辺
市
の
盆
踊
り
歌
〈
お
る
り
音
頭
〉
の
影
響
を
受
け
た
詞
章

　
　

・
娘
お
る
り
と
吉
三
の
恋
を
情
緒
ゆ
た
か
に
笛
の
音

　

田
辺
市
秋
津
川
に
伝
わ
る
〈
お
る
り
音
頭
〉
は
、
炭
焼
き
の
吉
三
と
米
屋
の
娘
お
る
り
の

恋
物
語
を
盆
踊
り
歌
と
し
て
伝
え
て
い
る
。
右
の
詞
章
は
、
そ
の
物
語
を
御
坊
祭
の
〈
伊
勢

音
頭
〉
の
歌
詞
と
し
て
歌
っ
た
も
の
で
、
文
化
交
流
に
よ
る
伝
播
の
姿
が
窺
え
る
。
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六　

楽
器

◆
戯
瓢
踊

　

戯
瓢
踊
で
は
、「
鳴
物
方
」
と
よ
ば
れ
る
踊
り
子
が
太
鼓
、
小
鼓
、
鉦
を
持
ち
、
道
行
や
歌

と
歌
の
合
間
に
楽
器
を
打
ち
鳴
ら
し
て
囃
す
。
太
鼓
は
直
径
十
八
・
三
㎝
の
小
さ
い
鋲
打
太

鼓
を
使
用
し
、
両
面
に
龍
の
絵
が
描
か
れ
る
。
太
鼓
の
上
部
に
は
、
朱
色
の
布
を
巻
き
つ
け

て
持
ち
手
を
付
け
、
片
バ
チ
を
用
い
て
片
面
を
打
つ
。
鉦
は
朱
塗
り
の
枠
に
同
じ
く
朱
色
の

紐
で
三
方
を
結
び
留
め
、
バ
チ
は
木
製
の
Ｔ
字
型
の
撞し
ゅ
も
く木
を
使
用
す
る
。
戯
瓢
踊
保
存
会
で

は
三
つ
の
小
鼓
を
所
蔵
す
る
が
、
そ
の
内
の
一
つ
の
胴
に
は
茶
入
や
仕
覆
と
い
っ
た
茶
道
具

が
金
蒔
絵
で
施
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 

太
鼓

　

直
径
一
八
・
三
㎝
、
胴
長
九
・
三
㎝

　
（
バ
チ　

長
さ
三
三
㎝
、
直
径
一
・
六
㎝
）

 

小
鼓

　

皮
（
外
径
）
二
〇
㎝
、（
内
径
）
一
一
・
七
㎝
、
胴
長
二
三
・
六
㎝

 

鉦
　

外
径
二
〇
㎝
、
内
径
一
一
・
七
㎝
、
高
さ
二
・
五
㎝

　
（
バ
チ　

長
さ
二
八
・
二
㎝
、
柄
部
分
二
六
・
七
㎝
、
横
の
長
さ
一
二
㎝
、

　

直
径
一
・
四
㎝
）

 　

4-56　戯瓢踊の鳴物方

4-59　鉦鼓と撞木 4-58　小鼓

4-57　太鼓

4-60　小鼓の胴部分
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◆
雀
踊

　

雀
踊
で
は
、
円
形
に
な
っ
た
踊
り
手
の
中
央
に
歌
い
手
と
三
味
線
が
座
っ
て
演
奏
す
る
。

ゆ
っ
た
と
し
た
踊
り
歌
に
合
わ
せ
て
、
三
味
線
も
静
か
に
演
奏
さ
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

◆
獅
子
舞

　

獅
子
舞
で
使
わ
れ
る
の
は
、
太
鼓
、
締
太
鼓
、
篠
笛
で
あ
る
。
御
坊
祭
で
は
、
締
太
鼓
の

こ
と
を
「
デ
ッ
ツ
ク
」「
デ
ン
ツ
ク
」
な
ど
と
呼
ぶ
。
バ
チ
は
組
に
よ
っ
て
片
バ
チ
、
両
バ
チ

に
分
か
れ
る
が
、
ど
の
組
も
太
鼓
の
バ
チ
は
細
長
い
も
の
を
使
用
し
、
手
製
の
も
の
や
ド
ラ

ム
ス
テ
ィ
ッ
ク
で
代
用
す
る
組
も
あ
る
。
締
太
鼓
の
バ
チ
は
一
般
的
な
締
太
鼓
の
バ
チ
が
用

い
ら
れ
る
。
篠
笛
は
六
調
子
の
笛
を
使
用
し
、
獅
子
舞
の
他
、
道
行
な
ど
の
道
中
笛
と
し
て

女
性
や
子
供
た
ち
も
使
用
す
る
。
笛
は
個
人
所
有
の
場
合
が
多
く
、
長
さ
や
装
飾
な
ど
様
々

で
あ
る
。

◆
四
つ
太
鼓

　

鋲
打
の
太
鼓
を
使
用
し
、
四
つ
太
鼓
の
木
枠
中
央
に
設
置
し
て
紐
で
固
定
す
る
。
乗
り
子

が
使
用
す
る
バ
チ
は
各
組
手
製
の
も
の
が
多
く
、
東
薗
組
で
は
バ
チ
の
底
を
組
の
色
で
も
あ

る
青
と
赤
で
彩
色
す
る
。

4-61　雀踊の歌い手と三味線

4-64　鋲打太鼓　

4-65　東薗組のバチ 4-63　篠笛

4-62　締太鼓と太鼓（屋台用）
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表4-12　御坊祭の使用楽器
獅子舞 四つ太鼓

備考
締太鼓 太鼓 笛 太鼓 バチ

中組
直径　34㎝ 直径　　　35.8㎝ 長さ　45㎝ 長さ　16.7㎝ 四 つ 太 鼓 は 「 平 成

十一年十月新調」「
太鼓正」

内径　25.5㎝ 胴長（内）34.6㎝ 直径　1.8㎝ 直径　4.9㎝
胴長　12.5㎝ 胴長（外）49.4㎝

濱之瀬組

直径　34.6㎝ 直径　　　33.2㎝ 直径　　　54.5㎝ ※表に記入は坂東太鼓店
四つ太鼓（正）
（直径）　　49.3㎝
（胴長：内）44.4㎝
（胴長：外）72㎝

内径　23㎝ 胴長（内）32.6㎝ 胴長（内）56㎝

胴長　13.8㎝ 胴長（外）47.2㎝ 胴長（外）72㎝

下組
直径　35㎝ 直径　　　30.5㎝ 直径　　　47.5㎝ 締め太鼓（旧）

直径　　　34.5㎝
胴長（外）15㎝

胴長（外）62㎝
胴長　15.5㎝ 胴長（外）41㎝

紀小竹組
直径　34.5㎝ 直径　　　32㎝ 直径47.5㎝ 長さ　12㎝

胴長（内）29㎝ 胴長（内）46㎝ 直径　5.3㎝
胴長　19㎝ 胴長（外）42㎝ 胴長（外）60㎝

御坊町
直径　34.4㎝ 直径　　　33.2㎝ 長さ　42.8㎝ 直径57.3㎝ 長さ　12.3㎝

胴長（内）32.5㎝ 直径　1.6㎝ 胴長（内）39㎝ 直径　5.9㎝
胴長　14.2㎝ 胴長（外）42.7㎝ 胴長（外）55.2㎝

名屋組
直経　34㎝ 直径　　　38㎝ 直径48㎝

胴長（内）38㎝ 胴長（内）49㎝
胴長　13.5㎝ 胴長（外）50㎝ 胴長（外）65㎝

東薗組
直径　34.3㎝ 直径　　　33.6㎝ 直径52.7㎝ 長さ　13.8㎝

四つ太鼓
「平成十七年十月吉日」内径　26㎝ 胴長（内）33.8㎝ 胴長（内）48.4㎝ 直径　4.9㎝

胴長　13.5㎝ 胴長（外）44.8㎝ 胴長（外）65.7㎝

春日組
長さ　20.5㎝
直径　５㎝

上組
直径　34.4㎝ 直径　　　39㎝ 長さ　40.3㎝ 直径39㎝ 長さ　40㎝

胴長（内）45.5㎝ 直径　1.8㎝ 胴長（内）45.5㎝ 直径　2.3㎝
胴長　25.5㎝ 胴長（外）61㎝ 胴長（外）61㎝

戯瓢踊

太鼓 バチ 小鼓 鉦 バチ
直径18.3㎝　 長さ　33㎝ 外径　20㎝ 外径　9.9㎝ ヨコ　12㎝
胴長（内）６㎝ 直径　1.6㎝ 内径　11.7㎝ 内径　8.7㎝ 径　　1.4㎝

胴長（銅）9.3㎝ 胴長　23.6㎝ 長さ　2.5㎝ 全長　28.2㎝
（柄）26.7㎝

（空白部分は未調査）




